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明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

明
　
治
　
法
　
制

史
　
料
　
拾
　
遺
（
1
）

手

塚

豊
昆

　
こ
こ
に
覆
刻
す
る
の
は
、
額
田
県
聴
訟
課
の
「
明
治
五
壬
申
歳
・
断
刑
簿
支

庁
」
で
、
原
本
は
慶
大
法
学
部
研
究
室
所
蔵
の
額
田
県
八
行
罫
紙
八
O
枚
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

成
る
文
書
の
綴
り
込
み
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
明
治
五
年
二
月
か
ら
同
年
十

一
月
ま
で
に
額
田
県
知
多
支
庁
関
係
の
徒
刑
以
下
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て
の
稟

議
お
よ
び
判
決
文
（
辞
令
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
で
、
収
録
件
数
は
約
四
十
二
件
で

あ
る
。
知
多
支
庁
は
後
に
述
べ
る
ご
と
く
五
年
一
月
か
ら
同
年
十
一
月
ま
で
開

庁
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
支
庁
が
存
続
し
た
全
期
間
の
徒
刑
以
下
の
刑
事
事
件
を

網
羅
し
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
文
書
中
に
は
、
権
県
令
以
下
関
係
官
員
の

実
際
の
捺
印
が
あ
る
た
め
当
該
文
書
の
原
本
と
み
ら
れ
る
も
の
と
、
原
本
の
写

し
と
思
わ
れ
る
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
書
の
綴
り
は
、
額
田
県

聴
訟
課
関
係
者
が
保
管
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
、
額
田
県
の
徒

刑
以
上
の
重
罪
犯
に
つ
い
て
の
判
決
文
は
、
内
閣
文
庫
蔵
「
府
県
史
料
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

「
愛
知
県
史
料
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
知
多
支
庁
関
係
の
判
決
文
、

　
　
　
　
明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

六
件
と
．
「
断
刑
簿
」
所
載
の
判
決
文
を
併
せ
る
と
、
知
多
支
庁
関
係
の
判
決

文
は
す
べ
て
揃
う
も
の
と
み
て
い
い
。
明
治
初
年
の
頃
、
各
府
県
藩
の
刑
事
裁

判
の
判
決
文
が
、
と
く
に
軽
罪
関
係
の
も
の
ま
で
含
ん
で
、
地
方
別
に
ま
と
ま

つ
た
形
で
現
存
し
、
且
つ
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
か
な
ら
ず
し
も
多
く
な

　
（
3
）

い
の
で
、
こ
こ
に
額
田
県
「
断
刑
簿
」
の
全
文
を
覆
刻
、
紹
介
す
る
次
第
で
あ

る
。　

額
田
県
は
．
明
治
四
年
十
一
月
十
五
日
に
設
置
、
県
庁
は
岡
崎
城
内
に
置
か

れ
、
権
県
令
に
林
厚
徳
、
権
参
事
に
木
村
成
章
が
任
ぜ
ら
れ
、
翌
五
年
一
月
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

日
着
任
、
同
月
七
目
か
ら
政
務
を
開
始
し
た
。
当
初
の
管
轄
は
、
四
年
七
月
の

廃
藩
置
県
で
県
に
改
組
さ
れ
た
三
河
の
旧
十
藩
す
な
わ
ち
豊
橋
、
半
原
、
重

原
、
西
尾
、
岡
崎
、
刈
谷
、
西
端
、
挙
母
、
田
原
、
西
大
平
の
諸
県
領
に
、
三

河
0
旧
幕
府
領
（
元
年
四
月
、
三
河
裁
判
所
設
置
、
同
年
六
月
、
三
河
県
に
改
組
、

二
年
六
月
、
伊
那
県
へ
編
入
合
併
）
を
併
せ
た
地
域
と
、
三
河
以
外
に
散
在
す
る

旧
三
河
十
県
の
管
轄
し
た
飛
地
（
例
え
ぽ
挙
母
県
は
美
作
国
に
、
西
端
県
は
上
総
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
公
二
　
　
（
一
〇
二
三
）



　
　
　
明
治
五
年
。
額
田
県
『
断
刑
簿
」

に
、
豊
橋
県
は
近
江
国
に
飛
地
が
あ
つ
た
）
を
併
せ
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
五
年

一
月
、
政
務
を
開
始
す
る
に
当
り
、
他
国
の
飛
地
は
除
外
さ
れ
、
そ
の
代
り
に

三
河
に
散
在
し
た
他
県
管
轄
地
（
例
え
ば
川
越
県
は
幡
豆
郡
内
に
、
菊
間
県
は
碧

海
、
幡
豆
両
郡
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
飛
地
領
を
有
し
て
い
た
）
の
全
部
と
、
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

名
古
屋
県
の
管
轄
し
た
尾
張
知
多
郡
の
全
部
を
管
内
に
収
め
、
そ
れ
以
後
、
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

田
県
の
管
轄
地
は
．
次
の
県
庁
通
達
の
ご
と
く
、
三
河
八
郡
お
よ
び
尾
張
知
多

郡
の
全
領
域
に
亘
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
明
治
五
年
壬
申
正
月

　
三
河
全
国
尾
張
国
知
多
郡
土
地
人
民
受
取
相
済
候
二
付
自
今
当
県
所
轄
ト
可

　
相
心
得
事

　
そ
し
て
知
多
郡
横
須
賀
に
県
の
支
庁
が
設
け
ら
れ
、
知
多
郡
を
所
管
す
る
こ

　
　
　
（
7
）

と
に
な
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
額
田
県
内
で
発
行
さ
れ
た
地
方
雑
誌
「
額
田
県
彊
記
聞
」
第
二
号
（
五
年
九

月
）
に
よ
る
と
、
額
田
県
の
「
大
約
積
」
（
土
地
人
民
の
概
要
と
い
う
意
味
で
あ
ろ

う
）
は
．
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
大
約
積

三
醤
漿
郡
周
囲
五
＋
董
東
西
＋
董
南
北
＋
重

　
　
　
　
渥
美
郡
　
周
囲
三
十
一
里
半
余
　
東
西
十
一
里
　
南
北
二
里

　
尾
張
国
知
多
郡
　
周
囲
三
十
三
里
　
東
西
四
里
半
余
　
南
北
十
三
里

　
村
数
　
　
千
六
百
四
十
ニ
ケ
村
　
九
大
区
五
十
八
小
区

．
人
口
　
　
六
十
一
万
千
九
十
七
口

　
戸
数
　
　
十
四
万
三
千
四
百
廿
五
戸

　
小
学
校
　
一
ケ
所
　
郷
学
校
　
凡
六
十
三
ケ
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
（
一
〇
二
四
）
，

　
額
田
県
が
、
九
郡
の
中
、
知
多
郡
だ
け
に
支
庁
を
お
い
た
の
は
、
同
郡
の
地

位
を
と
く
に
重
視
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
五
年
二
月
、
額
田
県
は
管
下
九
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
序
列
を
定
め
た
が
、
知
多
郡
は
そ
の
筆
頭
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治
維
新
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

元
年
八
丹
、
尾
張
藩
は
横
須
賀
代
官
所
を
廃
し
て
そ
の
跡
に
南
部
総
管
所
を
お

き
、
藩
の
重
臣
志
水
忠
平
を
南
方
総
管
と
し
て
知
多
郡
藩
領
の
施
政
に
当
ら

せ
、
二
年
六
月
の
版
籍
奉
還
後
、
総
管
所
を
郡
宰
方
と
改
称
、
さ
ら
に
四
年
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

月
の
廃
藩
置
県
後
は
、
そ
れ
を
名
古
屋
県
出
張
所
に
改
粗
し
て
い
た
か
ら
、
そ

う
し
た
歴
史
的
由
来
も
ま
た
影
響
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
か
く
し
て
額
田
県
は
、
五
年
一
月
、
権
県
令
（
県
令
は
欠
く
）
以
下
の
陣
容
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
E
）

と
と
0
え
て
発
足
、
同
月
十
二
日
、
県
内
分
課
を
次
の
ご
と
く
定
め
た
．

　
庶
務

　
　
貫
属
　
社
寺
　
戸
籍
　
学
校
　
制
度
　
往
復
　
受
付
　
職
務
　
印
鑑
　
駅

　
　
逓
文
案
　
授
産
接
見

　
聴
訟

　
　
糺
弾
　
牢
獄
　
捕
亡
　
警
遷
　
処
刑
　
監
視

　
租
税

　
　
地
理
　
測
量
　
賦
役
　
営
繕
　
開
墾
　
砿
砿
　
勧
業
　
山
林
　
社
倉
　
牧

　
　
畜
　
物
産
　
通
船
　
培
埴
　
漁
猟
　
土
木
　
廻
漕

　
出
納

　
　
統
計
　
用
度
　
検
査
　
金
穀
　
貨
幣

　
当
時
、
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
方
で
は
、
県
が
司
法
権
を
掌
握
し

　
　
　
（
B
）

て
い
た
か
ら
、
額
田
県
で
も
そ
の
職
務
を
、
聴
訟
課
が
担
当
し
て
い
た
の
で
あ

る
。



県
庁
の
課
別
職
員
名
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
額
田
県
職
制
職
員
名

九 八
分

七 六 五 四

等 等 等 等 等 等

権 典 権 参 権
参 課 参 令
事 事 、事 事 令

一
渡

楠＊
庶 一

辺

清
行

正
位

務 従
五

平
松

聴 石
里
■
、
、
、

位
林

雪
枝

訟 厚
務 徳

篠＊ 福
租

田 永

直 信
税

方 治

大
江

出

孝
文

納

駅

逓
掛

一 』
厨
屯
信
掛

十
等
　
大
属

渋横＊白田嶋
谷井根中
良弘、大正義
平勝道幅之

増
田
昭
英

十
一
等
　
権
大
属

＋
二
等
　
少
属

五
十
嵐
安
貞
　
　
黒
部
　
定
能

吉
野
信
温
　
川
田

　
　
　
　
　
　

本
城
信
嘉
　
宮
本

長
島
忠
経

村
井
喜
成

池
本
政
本

直長
道鯖

明
治
五
年
「
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

六
五

（
一
、
〇
二
五
）



明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

六
六

（
一
〇
二
六
）

十
三
等

権
少
属

針附
ケ柴
谷

重義
懸理

笠津宮葛
原村原＾上

光一　　太
雄郎廉郎

高＊林高
橋　　橋

誠

貫弘寿

香長岡
川坂田

邦重治
達孝興

嘗＊
田
田

篤
敬

十
四
等
　
史
生

伊
沢
勇
雄

小
林
　
　
治
　
遠
藤

岡
田
　
　
透
　
中
島

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
藍
原

　
　
　
　
　
　
吉
尾

　
　
　
　
　
　
本
庄

　
　
　
　
　
　
田
中

　
　
　
　

安
邦
　
矢
島
　
貞
廉

隆
屋
　
　
山
本
　
宗
和

方
明

尚
義

直
臣

典
徳

十
五
等
　
県
掌

兼
松
　
　
真

　

花
井
　
　
学

　

平
島
典
徽

林
　
　
栄
延

　

岡
崎

能
勢
　
十
郎

串豊
橋足

立
走
一

等
外
　
　
一
　
等

　

山
岡
　
重
固

等

小
林
　
広
治

西
岡
　
長
房

宮
崎
　
義
篤

伊
藤
清
人

同

三
　
等

　

浅
井
政
信

同

四
　
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
高
　
祐
邑
　
　
森
田

ホ

塩
田
　
元
恒

　

長
沢
芳
男

　

鍋
田
　
．
直

正
雄



後
註

（
a
）
　
前
掲
表
は
、
「
三
河
国
額
田
郡
誌
」
（
大
正
十
三
年
）
・
九
二
頁
ー
九
三
頁

　
に
よ
る
。
本
庁
関
係
だ
け
の
表
で
、
知
多
支
庁
並
に
東
京
支
庁
（
五
年
一
月
設
、

　
政
府
と
の
連
絡
機
関
で
あ
る
。
「
愛
知
県
史
」
・
昭
和
十
四
年
・
第
三
巻
．
一
〇

　
〇
頁
）
関
係
の
職
員
は
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
。

（
b
）
　
前
掲
表
は
、
何
年
何
月
現
在
の
も
の
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、
そ
の
典

　
拠
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
五
年
五
月
二
十
八
目
か
ら
七
月
二
十
二
日
の
間

　
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
石
黒
権
参
事
の
着
任
日
が
五
月
二
十

　
八
日
で
あ
り
（
「
額
田
県
布
告
集
」
・
「
宝
飯
地
方
史
資
料
」
第
十
六
冊
・
昭
和

　
四
十
一
年
二
二
四
頁
）
、
ま
た
、
白
根
大
属
は
七
月
二
十
二
日
付
で
知
多
支

　
庁
詰
に
転
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
「
額
田
県
官
員
履
歴
」
・
前
掲
愛
知
県
史

　
料
第
十
九
冊
）
。

（
c
）
　
前
掲
表
は
、
職
官
と
出
仕
と
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
．
例
え
ば
、
同

　
じ
十
二
等
官
で
も
少
属
と
出
仕
と
が
あ
り
、
前
掲
表
の
内
、
吉
野
、
本
城
、
長

　
島
は
少
属
、
村
井
、
池
田
は
出
仕
で
あ
る
（
前
掲
額
田
県
官
員
履
歴
）
。

（
d
）
　
前
掲
額
田
県
官
員
履
歴
に
よ
る
と
、
前
掲
表
に
は
載
つ
て
い
な
い
次
の
官

　
員
が
在
職
し
て
い
る
。

　
　
田
所
信
興
　
五
年
六
月
八
日
、
権
大
属
、
七
月
十
三
日
、
大
属
。

　
　
三
坂
繁
人
　
四
年
十
二
月
八
日
、
少
属
、
五
年
四
月
三
十
日
、
権
大
属
。

　
　
清
水
敏
四
年
十
二
月
十
九
日
、
少
属
。

　
　
田
口
利
定
　
五
年
五
月
二
十
日
、
十
五
等
出
仕
。
六
月
二
十
九
日
、
史
生
、

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
九
日
、
権
少
属
。

　
　
菅
野
元
則
　
四
年
十
二
月
二
十
日
、
史
生
。

　
　
鈴
樹
忠
告
　
五
年
六
月
二
十
三
日
、
十
四
等
出
仕
。

　
　
蒲
生
秀
鋭
　
四
年
十
二
月
二
日
、
県
掌
、
五
年
十
一
月
；
十
四
日
、
十
四
等

明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

　
　
　
　
　
　
出
仕

　
竹
内
　
弘
　
五
年
五
月
八
日
、
十
五
等
出
仕
。

　
塚
本
利
忠
　
五
年
四
月
十
一
旦
十
五
等
出
仕
。

　
ま
た
「
豊
橋
藩
官
員
任
解
調
」
（
前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
七
冊
）
に
よ
る
と
、

次
の
二
名
も
額
田
県
官
員
で
あ
る
。

　
松
井
　
譲
　
五
年
一
月
二
十
五
日
、
十
等
出
仕
。

　
　
三
浦
碧
水
　
五
年
一
月
二
十
日
、
十
四
等
出
仕
。

　
　
こ
れ
ら
官
員
の
中
に
は
、
東
京
支
庁
在
勤
者
、
知
多
支
庁
在
勤
者
（
後
述
の
’

ご
と
く
三
坂
、
蒲
生
の
二
人
が
確
認
さ
れ
る
）
が
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は

そ
れ
ほ
ど
多
人
数
と
は
思
え
な
い
か
ら
、
前
掲
表
に
洩
れ
た
人
が
若
干
い
る
の

　
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
前
掲
表
の
時
点
に
お
い
て
は
、
す
で
に
退
職
し
て

　
い
る
者
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
（
前
掲
額
田
県
官
員
履
歴
は
、
退
職
に
つ
い
て

　
の
記
事
が
全
く
な
い
か
ら
、
退
職
者
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
）
。

（
e
）
　
前
掲
表
に
載
つ
て
い
て
、
前
掲
額
田
県
官
員
履
歴
に
洩
れ
て
い
る
者
が
あ

　
る
。
前
掲
表
の
氏
名
に
＊
印
を
附
し
た
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
内
、
権
典

　
事
楠
正
位
の
任
命
は
、
四
年
十
二
月
二
十
三
日
（
「
名
古
屋
藩
判
任
履
歴
表
」
・

前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
九
冊
）
、
電
信
権
少
属
富
田
篤
敬
が
額
田
在
勤
を
命
ぜ

　
ら
れ
た
の
は
四
年
十
二
月
五
日
（
前
掲
豊
橋
藩
官
員
任
解
調
）
で
あ
る
こ
と
が

　
判
明
す
ろ
が
、
そ
の
他
の
者
の
任
命
、
在
職
に
つ
い
て
は
、
他
に
傍
証
は
な

　
い
。

（
f
）
　
要
す
る
に
．
前
掲
表
に
は
若
干
の
脱
落
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
、

　
前
掲
額
田
県
官
員
履
歴
も
、
前
註
（
e
）
の
ご
と
き
場
合
が
あ
る
か
ら
完
全
で

　
は
な
い
．
し
か
し
、
前
掲
表
の
官
員
に
、
前
註
（
d
）
で
指
摘
し
た
人
々
を
追

　
加
す
れ
ば
、
額
田
県
官
員
は
、
本
庁
、
支
庁
の
在
勤
者
を
、
大
体
網
羅
で
き
る

　
も
の
と
思
つ
て
い
る
。

六
七

（
一
〇
二
七
）



　
　
　
明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

　
額
田
県
は
、
創
設
早
々
か
ら
管
内
行
政
機
構
の
整
備
に
着
手
し
た
。
ま
ず
管

内
を
九
大
区
，
（
知
多
郡
は
第
一
大
区
）
に
分
け
、
各
大
区
を
さ
ら
に
数
小
区
に
分

け
、
大
区
に
戸
長
（
区
長
か
）
、
副
戸
長
（
副
区
長
か
）
、
小
区
に
戸
長
、
副
戸
長

を
お
き
、
管
下
九
郡
に
郡
長
、
副
郡
長
、
村
に
村
長
、
町
に
市
長
ま
た
粗
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

（
組
長
か
）
を
お
く
制
を
定
め
た
。
戸
長
は
戸
籍
を
司
り
、
郡
長
は
毎
月
三
名
ず

つ
交
代
で
県
庁
に
勤
務
し
、
戸
籍
以
外
の
事
項
の
願
書
、
届
書
な
ど
の
奥
印
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
乃
）

司
り
、
県
の
布
達
の
管
内
へ
の
伝
達
を
職
務
と
し
た
、
戸
長
、
郡
長
共
に
県
庁

の
官
員
で
は
な
く
、
前
代
の
村
役
人
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
聴
訟
規
則
を
定
め
、
刑
事
、
民
事
の
訴
訟
手
続
を
明
ら
か
に
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
）

共
に
、
徒
刑
制
度
を
整
備
、
さ
ら
に
遷
卒
、
捕
亡
、
郡
廻
役
（
旧
番
人
）
な
ど
の

　
　
　
　
　
（
π
）

人
員
を
採
用
し
た
。
司
法
、
警
察
制
度
は
、
一
日
も
欠
く
こ
と
が
で
き
な
か
つ

た
か
ら
で
あ
る
。

　
額
田
県
が
、
旧
諸
県
か
ら
そ
の
管
轄
事
務
を
引
き
つ
ぎ
、
そ
の
行
政
を
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

に
管
内
に
実
施
し
た
の
は
、
五
年
二
月
は
じ
め
か
ら
で
あ
り
、
従
つ
て
戸
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

郡
長
の
任
命
も
二
月
中
旬
以
降
で
あ
つ
た
。
同
月
、
知
多
郡
長
に
は
小
島
亮
弐

　
　
　
　
（
2
0
）

が
任
命
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
一
大
区
戸
長
（
区
長
）
に
任
命
さ
れ
た
者
の
氏
名

　
　
　
　
　
（
皿
）

は
明
ら
か
で
な
い
。

　
知
多
支
庁
が
実
際
に
そ
の
業
務
を
開
始
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く
土
月
以
降
と

思
わ
れ
る
。
後
ち
に
述
べ
る
支
庁
規
則
の
制
定
が
二
月
二
十
日
で
あ
つ
た
こ
と

は
、
そ
の
事
実
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
．

「
横
須
賀
町
誌
」
に
よ
る
と
「
横
須
賀
に
額
田
県
支
庁
を
置
き
、
小
島
亮
弍
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

れ
を
管
理
し
て
郡
長
と
称
し
、
地
方
の
細
事
を
司
る
」
と
あ
る
が
、
前
に
述
べ

寵
ご
と
く
当
時
の
郡
長
は
県
の
官
員
で
は
な
b
か
ら
、
支
庁
の
長
た
る
こ
と
は

六
八

（
一
〇
二
八
）

あ
り
え
な
い
。

　
五
年
五
月
、
郡
長
、
大
小
区
の
戸
長
、
市
長
、
村
長
、
粗
頭
の
制
が
改
正
さ

れ
、
郡
長
は
廃
止
、
大
区
に
は
大
区
長
、
副
区
長
が
お
か
れ
、
小
区
に
は
正
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

戸
長
、
村
に
は
六
月
に
村
中
惣
代
が
お
か
れ
た
．
第
一
大
区
（
知
多
郡
）
の
区

会
所
は
横
須
賀
に
お
か
れ
、
あ
ら
た
に
林
真
之
丞
が
大
区
長
、
元
の
郡
長
の
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泌
×
器
）

島
が
副
大
区
長
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
と
ぎ
、
「
横
須
賀
支
庁
は
額
田
県
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

大
区
会
所
と
改
め
ら
れ
、
知
多
全
部
の
司
法
、
行
政
を
司
つ
た
」
と
い
う
説
も

あ
る
が
、
区
会
所
は
、
主
と
し
て
戸
籍
、
地
券
分
事
務
を
司
る
大
区
長
の
事
務

所
で
あ
り
、
県
の
支
庁
と
は
異
な
る
。
額
田
県
知
多
支
庁
は
、
第
一
大
区
会
所

と
は
別
に
、
十
一
月
の
廃
県
ま
で
存
続
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
後
掲
「
断

刑
簿
」
中
、
「
壬
申
八
月
」
の
文
書
に
「
知
多
支
庁
よ
り
申
越
候
事
」
（
本
誌
九

八
頁
参
照
）
と
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
「
断
刑
簿
」
自
体
が
、
十
一
月
ま

で
の
文
書
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　
支
庁
詰
の
官
員
は
、
後
掲
「
断
刑
簿
」
に
散
見
す
る
捺
印
ま
た
は
署
名
（
本

誌
七
九
頁
、
八
一
頁
等
参
照
）
に
よ
つ
て
、
「
三
坂
」
「
蒲
生
」
の
両
名
が
確
認
さ

れ
る
。
前
に
そ
の
氏
名
を
掲
げ
た
三
坂
繁
人
（
福
岡
県
士
族
．
少
属
↓
権
大
属
と

蒲
生
秀
鋭
（
名
東
県
士
族
、
県
掌
↓
十
四
等
出
仕
）
で
あ
る
（
本
誌
六
七
頁
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

ま
た
、
、
前
に
も
述
べ
た
ご
と
く
白
根
大
道
（
鳥
取
県
平
民
、
十
等
出
仕
↓
大
属
）

が
、
五
年
七
月
二
十
二
日
付
で
「
知
多
支
庁
詰
」
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
本
誌

六
七
頁
参
照
）
．
支
庁
の
長
は
、
は
じ
め
は
三
坂
、
後
ち
に
は
白
根
で
あ
つ
た

と
み
て
い
い
．
そ
し
て
白
根
も
ま
た
「
断
刑
簿
」
所
載
の
七
月
二
十
二
日
以
降

の
刑
事
裁
判
に
、
当
然
関
与
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
圏
）

「
支
庁
規
則
」
が
、
二
月
二
十
目
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
に
も
一
言
し



た
。
こ
の
規
財
の
中
で
、
刑
事
事
件
の
処
理
に
、
直
接
、
間
接
に
関
係
す
る
事

項
を
摘
記
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
．

一
　
諸
願
伺
等
ア
レ
ハ
其
事
ノ
大
小
巨
細
ヲ
不
問
詳
細
見
込
ヲ
録
シ
本
庁
へ
送

　
致
シ
其
係
典
事
ノ
見
ヲ
経
令
参
事
ノ
決
ヲ
受
ケ
鎖
屑
ノ
事
タ
リ
｝
モ
特
断
ヲ

　
以
テ
執
行
フ
ヲ
禁
ス

輔
　
本
庁
ヨ
リ
公
文
書
至
レ
ハ
其
中
運
ヒ
ノ
事
務
俺
滞
ナ
ク
可
取
扱
ハ
勿
論
ノ

　
儀
タ
レ
ト
モ
他
日
参
考
モ
有
之
事
二
付
其
事
ノ
顛
末
等
詳
細
記
牒
ス
ヘ
シ

一
　
諸
願
伺
等
取
纏
置
キ
毎
月
二
日
ノ
臼
本
庁
へ
差
出
ス
可
シ

　
　
　
但
至
急
ノ
件
ア
ル
時
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
ト
ス

咽
　
都
テ
訴
訟
二
関
ス
ル
事
件
ハ
再
三
問
訊
糺
弾
其
察
ス
ヘ
キ
廉
ヲ
尽
シ
テ
ロ

　
書
ヲ
仮
二
相
綴
本
県
へ
差
出
決
ヲ
請
フ
可
シ
出
火
或
ハ
非
常
之
兇
変
二
遇
フ

　
者
強
盗
不
法
人
二
被
傷
害
者
ハ
村
方
之
報
知
二
働
テ
即
刻
出
張
疵
所
或
焼
場

　
家
数
ヲ
篤
ト
点
検
シ
見
分
書
ヲ
取
リ
明
細
二
相
認
遺
漏
ナ
カ
ラ
シ
メ
出
火
ノ

　
検
視
ハ
場
所
之
絵
図
ヲ
添
隣
家
類
焼
人
共
ノ
申
ロ
ヲ
糺
シ
自
火
怪
火
共
明
瞭

　
二
口
書
二
相
載
セ
然
シ
テ
後
火
元
人
ヲ
慎
マ
セ
置
本
県
二
具
状
ス
可
シ
本
県

　
則
律
二
照
シ
付
紙
ヲ
以
当
罰
ス
可
シ
疵
人
検
使
ハ
勿
論
明
密
二
取
糺
医
ヲ
倶

　
シ
テ
生
死
並
疵
ノ
長
短
幅
等
検
査
セ
シ
メ
了
テ
見
分
書
ヲ
取
リ
連
累
之
者
口

書
供
へ
鵠
誓
県
・
婆
可
シ
本
鵠
評
決
罪
人
ヲ
処
婁
可
シ
訴
訟

　
ハ
双
方
ノ
事
情
ヲ
斜
酌
シ
双
方
ノ
願
意
ヲ
洞
察
シ
邪
正
曲
直
之
間
目
的
ヲ
具

　
シ
テ
本
県
二
達
ス
本
県
処
置
如
前
都
テ
支
庁
二
於
テ
相
糺
候
口
書
ハ
詰
句
二

　
不
及
仮
口
書
也
罪
律
ハ
細
項
タ
リ
ト
モ
支
庁
二
於
テ
議
ス
ル
ノ
権
ナ
シ

一
　
聴
訟
准
判
牒
ヲ
置
キ
毎
件
月
日
番
号
ヲ
記
載
シ
始
終
ヲ
詳
二
署
シ
他
日
紛

　
乱
ナ
キ
ヲ
要
ス

　
　
　
　
明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

一
　
強
盗
ハ
多
寡
ヲ
不
論
窃
盗
ハ
拾
両
以
上
速
二
届
出
可
シ
其
他
賊
難
ハ
其
都

　
度
不
及
届
一
ケ
月
ヲ
纒
メ
可
届
出

　
こ
の
規
則
は
、
錯
雑
し
て
い
て
わ
か
り
に
く
い
が
、
刑
事
事
件
の
処
理
に
つ

い
て
み
る
に
、
「
兇
変
」
「
強
盗
」
「
傷
害
」
の
報
告
を
う
け
た
節
は
．
支
庁
の

官
員
が
「
即
刻
出
張
」
、
必
要
に
応
じ
医
師
同
伴
で
点
検
、
火
災
の
折
に
は
、

焼
失
状
況
の
絵
図
を
作
製
、
「
自
火
怪
火
」
の
区
別
を
と
く
に
究
明
し
、
い
ず

れ
も
「
見
分
書
」
並
に
関
係
者
の
「
仮
口
書
」
を
作
つ
て
本
庁
へ
送
達
す
べ
き

で
あ
つ
た
。
火
災
に
つ
い
て
特
別
に
詳
し
い
の
は
、
「
断
刑
簿
」
に
よ
つ
て
判

明
す
る
ご
と
く
、
当
時
、
火
災
事
件
が
か
な
り
多
か
つ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

他
の
犯
罪
に
つ
い
て
も
、
関
係
者
を
問
訊
し
て
「
仮
口
書
」
を
作
り
、
本
庁
へ

送
達
し
た
点
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
い
か
な
る
場
合
に
も
、
支
庁
に
擬
律
の
権
は

な
く
、
す
べ
て
本
庁
の
決
裁
を
う
け
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
規
則
だ
け
か
ら
み
る
と
、
す
べ
て
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
支
庁
か
ら
本
庁

へ
た
だ
書
類
だ
け
を
送
致
、
決
裁
を
仰
ぐ
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
が
、
「
断
刑
簿
」

の
中
に
、
前
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
徒
刑
以
上
に
該
当
す
る
重
罪
犯
の
記
録
が

欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
そ
の
場
合
は
、
犯
人
の
身
柄
も
本
庁
へ
送
り
、

本
庁
で
刑
の
言
渡
も
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
犯
人
の
問

訊
す
な
わ
ち
審
理
は
支
庁
で
済
ま
せ
、
擬
律
と
言
渡
だ
け
が
本
庁
で
行
わ
れ
た

の
か
、
そ
れ
と
も
支
庁
で
は
　
「
仮
口
書
」
の
作
成
だ
け
行
い
（
す
な
わ
ち
一
種

の
下
調
で
あ
る
）
、
本
庁
で
も
さ
ら
に
問
訊
、
口
書
を
作
り
、
擬
律
、
言
渡
が
行

わ
れ
た
の
か
、
そ
の
辺
の
事
情
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
重
罪
の

刑
の
執
行
は
、
本
庁
で
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
徒
刑
以
下
に
該
当
す
る
軽
罪
の
場
合
は
、
「
仮
口
書
」
だ
け
を
本
庁
へ
送
達
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
　
（
一
〇
二
九
）



　
　
　
明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

本
庁
の
聴
訟
課
で
は
、
擬
律
す
な
わ
ち
糾
決
（
辞
令
）
の
原
案
を
作
り
、
参
事
、

令
の
決
裁
を
う
け
・
刑
の
言
渡
は
支
庁
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
は
、
「
断
刑
簿
『
所
載
の
稟
議
の
中
に
「
知
多
支
庁
よ
り
…
…
口
書
ヲ
以
罰

条
伺
相
廻
候
二
付
左
之
通
申
付
可
然
哉
　
但
軽
科
之
義
昌
付
支
庁
二
お
い
て
申

渡
候
様
可
申
遣
哉
」
（
本
誌
七
七
頁
参
照
）
と
述
べ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か

ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
本
庁
の
決
裁
に
対
し
て
、
支
庁
の
官
員
が
、
意
見
を
具

申
し
、
そ
の
変
更
を
希
望
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
本
誌
八

輔
頁
参
照
）
ρ
刑
の
言
渡
が
支
庁
に
お
い
て
行
わ
れ
る
が
ら
に
は
、
答
刑
、
杖
刑

の
執
行
は
、
支
庁
が
当
然
に
行
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
禁
獄
の
場
合
．
そ

れ
相
応
の
設
備
が
支
庁
に
あ
つ
て
執
行
し
た
の
か
、
そ
れ
ど
も
身
柄
を
本
庁
に

送
致
し
て
執
行
し
た
の
か
、
そ
の
辺
の
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
本
庁
聴
訟
課
の
職
員
は
、
前
掲
「
職
員
名
」
に
よ
つ
て
、
、
平
松
権
参
事
、
葛

上
、
宮
原
．
津
村
、
笠
原
の
四
権
少
属
、
小
林
、
岡
田
両
史
生
、
山
岡
．
森
田

両
等
外
出
仕
な
ど
は
確
実
に
判
明
す
る
（
本
誌
六
五
頁
、
六
六
頁
参
照
）
。
そ
の
ほ

か
、
「
断
刑
簿
」
に
み
ら
れ
る
捺
印
、
署
名
に
よ
つ
て
、
田
所
大
属
、
鈴
樹
十
四

等
出
仕
、
田
中
史
生
、
さ
ら
に
吉
野
信
温
、
本
城
信
嘉
両
少
属
の
内
の
い
ず
れ
か

一
名
（
信
の
印
に
よ
つ
て
推
定
さ
れ
る
。
本
誌
九
五
頁
、
七
九
頁
等
参
照
）
も
、
同
課

に
所
属
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
庁
内
課
馴
配
置
に
異
動
も
あ
つ

た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
全
期
問
を
通
じ
て
同
課
に
在
職
し
て

い
た
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
「
断
刑
簿
」
に
は
、
楠
、
大
江
両
権
典
事
の
捺

印
が
数
ヵ
所
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
平
松
権
典
事
が
同
課
の
長
で
あ
つ
た
前
後

の
時
期
に
、
そ
れ
ら
の
人
が
そ
の
長
で
あ
つ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
平
松
不
在
の

時
、
代
行
し
た
の
か
．
そ
の
辺
の
事
情
は
不
明
で
あ
る
．
大
江
、
平
松
両
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
　
　
（
U
O
三
Q
）

捺
印
が
あ
る
場
合
も
あ
る
か
ら
（
本
誌
九
七
頁
参
照
）
、
権
典
事
は
県
の
幹
部
と
し

て
ゆ
他
管
の
稟
議
書
の
決
裁
に
も
参
加
す
る
場
合
が
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
額
田
県
が
開
庁
後
、
い
ち
早
く
聴
訟
規
則
を
定
め
た
こ
と
は
、
前
に
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
29
）

た
。
五
年
一
月
九
月
制
定
の
「
聴
訟
定
則
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
規
則
の

内
．
重
な
る
条
項
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
　
先
ツ
聴
訟
掛
受
付
ノ
者
等
外
ヨ
リ
弐
人
当
番
非
番
相
立
諸
願
書
為
取
次

受
付
簿
二
番
号
事
件
ノ
銘
目
ヲ
記
載
シ
聴
訟
大
少
属
ノ
内
へ
相
渡
大
少
属
同

断
当
番
非
番
相
立
前
受
付
ヨ
リ
書
類
受
取
ノ
簿
冊
二
記
シ
番
号
ヲ
朱
書
シ
書

類
ノ
上
包
へ
同
断
番
号
ヲ
記
シ
検
印
押
シ
第
十
二
字
迄
ヲ
限
リ
受
取
処
ノ
諸

願
書
一
纒
二
致
シ
篤
ト
熟
覧
吟
味
理
解
ノ
見
込
相
添
翌
日
非
番
ノ
日
令
参
事

ノ
一
覧
ヲ
経
令
参
事
下
付
ス
ル
時
ハ
其
指
令
二
従
ビ
異
議
無
之
、
ハ
第
三
日
二

訴
人
呼
出
シ
或
ハ
理
解
或
ハ
吟
味
二
及
可
申
尤
理
解
ノ
節
ハ
典
事
出
席
立
会

吟
味
ノ
節
ハ
令
参
事
ノ
内
出
席
典
事
取
調
属
ノ
副
ト
シ
テ
吟
味
可
申
再
度
ヨ

リ
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
其
掛
々
ニ
テ
受
持
取
調
異
事
有
之
候
ハ
・
立
会
ヲ
請
可

申
ハ
勿
論
大
獄
難
獄
又
此
限
ニ
ア
ラ
ス
且
又
当
番
ノ
日
受
取
候
書
類
事
件
ハ

都
テ
其
人
頭
受
持
之
事

　
　
但
再
度
ヨ
リ
ト
難
ト
モ
立
会
ヲ
請
ヒ
一
員
裁
判
致
間
敷
事

一
　
吟
味
之
節
ハ
捕
亡
一
員
聞
書
申
付
候
事

　
　
但
令
参
事
出
席
ノ
頃
ハ
史
生
テ
聞
書
之
事

一
　
吟
味
ニ
テ
將
明
不
申
分
ハ
拷
間
可
申
付
其
頃
ハ
再
度
及
評
議
令
参
事
ノ
決

議
ヲ
受
取
計
可
申
事

　
　
但
拷
間
ハ
医
葡
立
会
ヒ
可
串
事



一
　
重
罪
人
刑
名
宣
告
ハ
参
事
ニ
テ
読
渡
証
文
ハ
典
事
申
付
候
事

一
軽
科
申
渡
シ
ハ
慧
典
事
申
渡
シ
赦
免
ハ
属
ニ
テ
申
渡
肇

一
　
重
罪
人
検
使
ノ
節
ハ
大
属
一
人
出
張
軽
罪
之
者
検
使
ノ
節
ハ
正
権
少
属
一

　
人
史
生
或
ハ
出
仕
一
人
出
張
ノ
事

　
　
　
但
答
杖
之
節
医
師
立
会
之
事

　
こ
の
規
則
は
、
本
庁
に
お
け
る
民
事
、
刑
事
の
裁
判
手
続
を
定
め
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
支
庁
の
裁
判
に
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
適
用
で
き
な
か
つ
た
に
ち
が

い
な
い
が
、
「
一
具
裁
判
」
を
し
な
い
と
か
、
審
理
の
書
記
は
「
捕
亡
」
の
役

が
担
当
す
る
と
か
、
ま
た
答
杖
刑
の
執
行
に
は
「
医
師
立
会
」
な
ど
の
こ
と

ば
、
支
庁
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
断
刑
簿
」
所
載
の
各
種
刑
罰
の
集
計
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　杖　答
　刑　刑

七六三二
十十十十

叱　　　収腰（禁
　　　腰罪讐獄

　二一二三七
　両分両両十
　　　　　　日

一
人
　
　
四
十

十
人
　
　
五
十

三
人
　
　
八
十

八
人
　
　
九
十

　
　
　
　
百

　
四
人
（
女
）

　
二
人

　
一
人

　
一
人
（
女
）

　
十
二
人

二二七六二
人人人人人

　
額
田
県
本
庁
関
係
の
行
刑
統
計
に
よ
る
と

　
　
　
　
　
（
3
1
）

さ
れ
て
い
る
が
、
知
多
支
庁
で
は
、

　
　
　
明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」 一

両
二
分
　
　
六
人
（
内
女
一
人
）

三
分
　
　
　
　
二
人

二
分
　
　
　
四
人
（
女
）

庶
人
二
下
ス
　
一
人

　
　
　
、
答
、
杖
刑
と
懲
役
刑
と
が
併
用

懲
役
刑
の
言
渡
は
な
い
。
執
行
す
る
拘
禁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

場
が
支
庁
に
は
な
か
つ
た
た
め
で
あ
ろ
う
．

　
前
掲
額
田
県
史
に
は
、
前
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
徒
刑
以
上
の
重
罪
犯
の
判

決
文
が
載
ワ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
知
多
郡
関
係
者
の
分
を
摘
記
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

刑
種
別
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
臭
首
　
　
一
人
（
女
）
　
　
斬
　
　
一
人

　
準
流
十
年
　
　
四
人

　
こ
の
分
と
、
「
断
刑
簿
」
の
処
罰
数
を
合
せ
た
も
の
が
、
額
田
県
知
多
支
庁

関
係
の
全
犯
罪
処
罰
数
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
犯
罪
に
適
用
惑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

れ
た
刑
法
は
「
い
う
ま
で
も
な
く
新
律
綱
領
（
明
治
三
年
十
二
月
）
で
あ
る
。

　
明
治
三
年
十
一
月
、
次
の
ご
と
く
額
田
県
は
愛
知
県
へ
吸
収
、
合
併
さ
れ

（
3
5
）

た
。

　
　
　
其
県
被
廃
愛
知
県
へ
合
併
被

　
　
　
仰
付
候
条
、
従
前
所
轄
之
地
所
物
成
郷
村
等
、
当
申
歳
ヨ
リ
同
県
へ
可

　
　
　
引
渡
事

　
　
　
壬
申
十
一
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
政
官

　
右
之
通
御
達
相
成
候
条
、
区
内
無
洩
及
布
達
候
也

　
　
　
壬
申
十
二
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
元
額
田
県
権
参
事
石
黒
務

　
そ
し
て
、
林
権
令
は
十
二
月
二
日
附
で
、
浜
松
県
令
へ
転
出
、
残
務
は
石
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

権
参
事
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
。

　
残
務
整
理
が
終
了
し
、
事
務
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
の
は
、
次
の
ご
と
く
翌
年

　
　
　
　
（
3
7
）

一
月
で
あ
つ
た
．

　
　
今
般
額
田
県
被
廃
当
県
江
合
併
被

　
　
仰
出
候
二
付
、
来
一
月
四
日
土
地
人
民
引
請
候
条
、
諸
願
伺
届
等
惣
而
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
（
一
〇
三
一
）



　
　
　
　
明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
』

　
　
県
庁
へ
可
差
出
事

　
右
之
趣
触
示
者
也

　
　
明
治
六
年
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
権
令
井
関
盛
良

　
別
紙
之
通
区
内
不
洩
様
可
相
達
候
也

　
　
　
　
　
一
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
額
田
県

「
断
刑
簿
」
所
載
の
文
書
は
十
一
月
ま
で
で
あ
り
、
ま
た
前
掲
額
田
県
史
所
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

の
本
庁
関
係
の
行
刑
統
計
も
十
一
月
の
分
ま
で
で
終
つ
て
い
る
か
ら
、
廃
県

後
、
刑
事
裁
判
の
事
務
は
直
ち
に
中
止
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
1
）
　
こ
の
表
紙
に
は
「
明
治
五
壬
申
歳
　
断
刑
簿
支
庁
聴
訟
課
　
従
＋
月
』
と

　
あ
る
。
本
文
で
述
べ
る
ご
と
く
、
二
月
以
降
十
一
月
ま
で
の
文
書
を
収
録
し
て

　
い
る
か
ら
「
従
十
月
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
内
容
と
一
致
し
な
い
。
な
に
か
の

誤
記
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
　
「
額
田
県
史
」
・
前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
八
冊
。
内
閣
文
庫
蔵
「
府
県
史
料
」

　
の
中
に
は
、
明
治
初
期
の
藩
、
府
、
県
の
刑
事
裁
判
記
録
を
収
録
し
て
い
る
も

　
の
が
あ
る
が
、
前
掲
額
田
県
史
の
ご
と
く
、
重
罪
関
係
の
判
決
だ
け
に
限
ら
れ

　
て
い
る
場
合
が
多
い
。

（
3
）
　
こ
の
種
の
文
書
に
、
法
務
図
書
館
蔵
「
元
亀
山
県
流
以
下
之
刑
取
調
」
、

　
「
元
津
県
四
年
処
刑
収
録
」
、
「
元
神
戸
県
士
族
卒
平
民
処
刑
録
」
、
「
旧
松
本
藩

　
処
決
口
供
録
」
な
ど
が
あ
る
が
、
寒
に
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
な
お
、
戦
災
を

　
う
け
な
か
つ
た
地
方
の
検
察
庁
に
は
．
明
治
初
年
の
頃
、
そ
の
地
の
藩
．
府
、

　
県
か
ら
引
継
い
だ
判
決
原
本
を
保
管
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
あ
る

　
が
、
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

（
4
）
　
前
掲
愛
知
県
史
・
第
三
巻
・
九
九
頁
。
林
厚
徳
は
名
東
県
士
族
（
徳
島
藩

　
士
）
、
文
政
十
輔
年
生
、
維
新
後
、
民
部
権
大
丞
、
太
政
官
少
弁
を
経
て
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
　
（
一
〇
三
二
）

年
八
月
、
、
金
沢
県
大
参
事
、
十
一
月
、
額
田
県
権
令
、
同
県
廃
止
後
、
浜
松
県

令
に
転
出
、
九
年
八
月
、
同
県
廃
止
の
た
め
退
任
、
そ
の
後
の
動
静
は
不
明
で

　
あ
る
が
、
二
十
一
年
、
東
京
市
京
橋
区
長
、
翌
年
、
深
川
区
長
に
転
じ
、
二
十

三
年
三
月
二
日
、
逝
去
し
た
（
「
顕
要
職
務
補
任
録
」
．
上
巻
．
五
〇
八
頁
、
下

巻
・
二
七
頁
、
「
国
民
過
去
帳
」
明
治
之
部
・
二
九
五
頁
）
。
権
参
事
木
村
成
章

　
の
経
歴
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
明
治
三
年
十
一
月
「
府
県
職
員
録
」
に

よ
る
と
、
彼
は
角
田
県
大
参
事
で
あ
る
か
ら
（
三
六
枚
表
）
、
そ
こ
か
ら
額
田
県

　
へ
転
出
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
木
村
は
五
年
四
月
二
十
四
日
に
免
官
（
前
掲

額
田
県
布
告
集
・
前
掲
宝
飯
地
方
史
資
料
・
二
〇
八
頁
）
、
後
任
は
前
述
の
ご

　
と
く
石
黒
務
で
あ
る
（
本
誌
六
七
頁
参
照
）
。
石
黒
は
滋
賀
県
士
族
（
彦
根
藩

士
）
、
天
保
四
年
生
、
額
田
県
廃
止
後
、
浜
松
県
大
参
事
、
静
岡
県
大
書
記
官

な
ど
を
歴
任
、
十
四
年
、
福
井
県
令
、
十
八
年
、
同
県
知
事
、
そ
の
後
の
動
静

　
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
十
九
年
三
月
十
八
日
、
逝
去
し
た
（
前
掲
国
民
過
去
帳
・

九
八
二
頁
）
。

（
5
）
　
前
掲
愛
知
県
史
・
九
九
頁
ー
一
〇
〇
頁
。

（
6
）
　
前
掲
額
田
県
史
・
前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
八
冊
。

（
7
）
　
前
掲
愛
知
県
史
・
一
〇
〇
頁
、
「
知
多
郡
史
」
（
大
正
十
二
年
〉
上
巻
・
四

　
六
三
頁
。

（
8
）
　
「
額
田
県
彊
記
聞
」
第
二
号
（
明
治
五
年
九
月
）
・
表
紙
裏
。
な
お
、
同
誌

第
一
号
（
同
年
五
月
）
表
紙
裏
の
「
大
約
積
」
に
よ
る
と
、
人
口
が
「
五
十
九

　
万
六
千
二
百
九
十
四
口
」
、
戸
数
が
「
十
四
万
四
百
十
三
戸
」
、
郷
学
校
が
「
三

　
十
ケ
所
」
と
あ
り
、
本
文
に
掲
げ
た
第
二
号
の
そ
れ
よ
り
、
い
ず
れ
、
も
す
く
な

　
い
。
わ
ず
か
三
ヵ
月
の
ち
が
い
で
、
そ
れ
ほ
ど
増
加
す
る
わ
け
は
な
い
か
ら
、

　第

一
号
の
数
字
に
は
間
違
い
が
あ
り
、
第
二
号
で
訂
正
し
た
も
の
と
思
わ
れ

　
る
。

（
9
）
　
前
掲
額
田
県
史
・
前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
八
冊
。



（
1
0
）
　
尾
張
藩
の
横
須
賀
代
官
は
．
天
明
三
年
（
嚇
七
八
ミ
年
）
八
月
に
お
か

　
れ
、
知
多
郡
藩
領
七
六
力
村
を
支
配
し
て
い
た
。
知
多
郡
の
そ
れ
以
外
の
藩
領

　
は
、
鳴
海
代
官
の
支
配
で
あ
つ
た
（
林
董
一
「
尾
張
藩
公
法
史
の
研
究
」
・
三

　
三
六
頁
以
下
参
照
）
。

（
U
）
　
「
横
須
賀
町
誌
」
（
昭
和
三
年
）
・
六
四
頁
、
一
〇
一
頁
、
「
横
須
賀
町
史
」

　
（
昭
和
四
十
四
年
）
・
＝
…
二
頁
、
七
三
一
頁
．

（
1
2
）
　
前
掲
額
田
県
史
・
前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
八
冊
、
前
掲
愛
知
県
史
・
一
〇

　
〇
頁
－
一
〇
一
頁
。

（
1
3
）
　
明
治
五
年
十
月
二
十
七
日
、
司
法
省
は
岡
崎
に
裁
判
所
の
設
置
を
決
定
し

　
た
が
、
な
ぜ
か
実
現
し
な
か
つ
た
の
で
（
「
司
法
沿
革
誌
」
二
一
〇
頁
）
、
額
田

　
県
は
そ
の
廃
止
ま
で
司
法
権
を
掌
握
し
て
い
た
。
前
掲
額
凪
県
史
に
「
裁
判
所

　
治
下
岡
崎
二
在
リ
．
明
治
五
年
壬
申
十
月
廿
七
日
新
置
」
（
前
掲
愛
知
県
史
料

　
第
十
八
冊
）
一
と
、
あ
た
か
も
そ
の
際
に
設
置
さ
れ
た
か
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る

　
の
は
誤
似
で
あ
る
。

（
1
4
）
　
「
八
名
郡
誌
」
（
大
正
十
五
年
）
・
六
一
四
頁
以
下
。
前
掲
額
田
県
史
は
二

　
月
－
：
－
全
管
ヲ
画
シ
テ
九
大
区
ト
シ
大
区
各
幾
小
区
ヲ
分
ッ
大
区
二
区
長
ア
リ

　
小
区
二
戸
長
ア
リ
郡
二
郡
長
ア
リ
市
二
市
長
ア
リ
村
二
村
長
ア
リ
又
組
長
ア

　
リ
」
（
前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
八
冊
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
区

　
長
」
と
「
組
長
」
と
い
う
称
呼
に
は
問
題
が
あ
る
。
前
掲
八
名
郡
誌
は
、
八
名

　
郡
乗
本
村
役
場
蔵
「
額
田
県
御
達
留
」
の
五
年
三
月
四
臼
の
条
に
「
第
九
大
区

　
戸
長
半
原
竹
内
静
枝
、
同
副
戸
長
加
茂
竹
屋
彦
九
郎
　
右
之
通
去
月
十
二
日
致

　
拝
命
候
間
小
前
末
々
迄
不
洩
様
可
被
達
者
也
」
と
あ
り
、
驚
た
「
壬
申
三
月
十

　
四
日
」
付
で
「
第
九
大
区
正
副
戸
長
」
か
ら
「
村
々
役
人
中
」
へ
達
し
た
文
書

　
が
あ
り
、
さ
ら
に
後
ち
の
第
九
大
区
長
（
八
名
郡
）
鈴
木
伝
の
手
帳
の
五
年
五

　
月
十
二
日
の
条
に
「
一
昨
十
日
従
額
田
県
大
区
戸
長
召
状
到
来
二
付
出
頭
、
第

　
九
大
区
長
拝
命
鈴
木
伝
、
第
九
大
区
副
長
大
原
泰
通
、
第
九
大
区
戸
長
被
免
竹

明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

内
静
枝
、
第
九
大
区
副
戸
長
被
免
竹
尾
彦
九
郎
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
五

年
二
月
、
大
区
に
お
か
れ
た
長
は
戸
長
で
あ
つ
て
区
長
で
は
な
い
と
し
（
但
し

五
月
以
降
は
大
区
の
長
は
区
長
と
な
る
）
（
六
一
五
頁
ー
六
一
六
頁
）
、
ま
た

　
「
組
長
」
で
は
な
く
「
緯
頭
」
の
名
称
を
採
つ
て
い
る
（
六
一
七
頁
、
六
一
九

・
頁
）
．
本
文
で
は
一
応
こ
の
八
名
郡
誌
の
記
述
に
従
つ
た
が
、
な
お
．
疑
問
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
愛
知
県
郷
土
史
関
係
の
他
の
著
作
を
み
る
に
、
例
え
ば

　
「
刈
谷
町
誌
」
パ
昭
和
七
年
）
の
ご
と
く
「
五
年
一
月
」
「
大
区
」
に
　
『
区
長
一

人
」
を
お
く
と
す
る
も
の
と
（
二
八
頁
）
、
「
西
尾
町
史
」
（
昭
和
八
年
）
の
ご
と

く
「
五
年
二
月
十
二
日
」
「
大
区
に
も
小
区
に
も
夫
々
戸
長
副
戸
長
を
お
き
」
（
上

巻
・
四
七
七
頁
）
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
ま
ず
、
「
区
長
」
か
「
戸
長
」
か

　
の
点
で
あ
る
が
、
額
田
県
庶
務
課
か
ら
各
郡
長
に
対
す
る
「
壬
申
二
月
廿
日
」

付
の
達
に
「
郡
村
市
長
及
大
小
区
長
云
々
」
と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
「
壬
申
三

月
十
日
」
付
の
達
に
「
郡
長
大
小
戸
長
協
議
之
上
云
々
」
と
あ
り
、
そ
の
宛
名

が
「
郡
長
中
、
大
戸
長
中
、
小
戸
長
中
」
と
な
つ
て
い
る
（
前
掲
額
田
県
布
告

集
・
前
掲
宝
飯
地
方
史
資
料
二
七
五
頁
、
一
九
八
頁
）
こ
と
な
ど
か
ら
判
断

す
る
に
、
大
区
小
区
共
に
、
区
長
、
戸
長
の
名
称
が
混
在
し
て
使
用
さ
れ
た
の

　
か
も
知
れ
な
い
。
次
に
「
組
長
」
か
「
組
頭
」
か
の
点
は
、
額
田
県
「
申
三
月

　
六
日
」
付
の
達
に
「
村
長
壱
人
並
組
頭
壱
人
相
選
云
々
」
と
あ
り
（
前
掲
書
・

　
一
八
四
頁
）
、
ま
た
八
名
郡
誌
が
引
用
し
て
い
る
「
壬
申
五
月
十
二
日
」
付
の

廃
止
通
達
に
も
明
ら
か
に
「
組
頭
」
と
あ
る
が
（
六
剛
九
頁
）
、
「
組
長
」
の
称

　呼を

用
い
た
文
書
は
、
私
の
知
る
限
り
で
は
み
あ
た
ら
な
い
。
愛
知
県
下
に

　
は
、
例
え
ば
村
役
場
な
ど
に
、
額
田
県
時
代
の
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
場
合

　
も
皆
無
で
は
な
か
ろ
う
。
将
来
、
郷
土
史
家
に
よ
つ
て
上
述
の
疑
問
点
が
解
明

　
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
1
5
）
　
五
年
二
月
二
十
三
日
付
の
額
田
県
の
通
達
に
「
貫
族
士
族
自
今
諸
願
伺
届

　
等
地
方
二
関
渉
ノ
事
件
ハ
郡
長
へ
差
出
戸
籍
二
関
ス
ル
分
ハ
区
長
へ
差
出
其
奥

七
三

（
一
〇
三
三
）



明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

　
印
ヲ
取
進
達
可
申
且
布
達
等
ノ
儀
ハ
総
テ
郡
長
ヨ
リ
伝
達
可
致
候
筈
二
付
此
旨

　
相
心
得
士
族
卒
へ
不
洩
様
可
相
達
者
也
」
と
あ
り
、
ま
た
二
月
三
十
日
付
の
通

達
に
「
貫
族
士
族
卒
社
寺
平
民
ノ
無
差
別
自
今
地
方
二
関
渉
ノ
事
件
ハ
郡
長
へ

　
差
出
戸
籍
二
関
渉
ノ
分
ハ
区
長
へ
差
出
其
奥
印
ヲ
取
進
達
可
致
且
布
達
之
儀
モ

都
テ
郡
長
ヨ
リ
伝
達
可
致
筈
二
付
此
旨
一
般
へ
不
洩
様
可
相
達
者
也
』
と
あ
る

　
（
前
掲
額
田
県
史
・
前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
八
冊
）
。
こ
こ
で
は
区
長
の
称
呼
が

　
用
い
ら
れ
て
い
る
が
（
註
1
4
・
参
照
）
、
そ
れ
は
さ
て
お
ぎ
、
こ
の
通
達
に
よ

　
つ
て
、
郡
長
と
大
区
の
長
と
の
職
分
の
相
違
は
明
ら
か
で
あ
る
。
前
掲
八
名
郡

　
誌
に
よ
る
と
、
郡
長
の
「
最
大
要
務
」
は
「
地
券
調
」
で
あ
つ
た
と
し
て
い
る

　
（
六
一
九
頁
）
。
と
こ
ろ
が
．
郡
長
と
大
区
の
長
の
職
責
を
混
同
し
、
区
長
が
地

券
の
事
務
を
司
つ
た
と
す
る
文
献
も
あ
る
が
（
例
え
ば
前
掲
刈
谷
町
誌
、
・
二
八

頁
．
「
碧
海
郡
誌
」
・
大
正
五
年
・
二
三
二
頁
等
）
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
ま

　
た
、
前
掲
額
田
県
史
に
は
「
二
月
各
郡
長
二
令
シ
テ
常
二
県
庁
二
在
勤
セ
シ
メ

　
以
テ
願
伺
届
等
其
他
郡
中
諸
般
ノ
事
務
ヲ
掌
ラ
シ
メ
但
人
員
ハ
三
名
ト
定
メ
毎

　
月
各
交
替
セ
シ
ム
」
（
前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
八
冊
）
と
あ
る
が
、
当
時
、
九

　
郡
の
郡
長
、
副
郡
長
合
せ
て
十
五
名
（
郡
長
だ
け
ま
た
は
副
郡
長
だ
け
の
郡
も

　
あ
る
）
で
あ
つ
た
と
い
う
か
ら
八
そ
の
氏
名
は
、
前
掲
八
名
郡
誌
・
六
一
八
頁

参
照
）
、
五
交
代
で
勤
務
し
た
こ
と
に
な
る
。
前
掲
八
名
郡
誌
は
、
他
郡
の
郡

長
が
奥
印
を
し
て
い
る
実
例
（
設
楽
郡
の
郡
長
あ
る
い
は
副
郡
長
が
、
八
名
郡

関
係
の
書
類
に
奥
印
）
を
あ
げ
て
「
他
郡
の
郡
長
に
都
合
で
代
理
し
て
も
ら
つ

　
た
変
例
が
あ
つ
た
」
（
六
一
七
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
交
代
勤
務
で
あ
る
か
ら
、

当
該
郡
長
が
か
な
ら
ず
し
も
在
勤
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
は
「
変
例
」
で
は

　
な
く
、
む
し
ろ
通
例
で
あ
つ
た
と
も
い
え
よ
う
。

（
1
6
）
　
額
田
県
の
徒
場
規
則
は
、
五
年
一
月
の
制
定
で
簡
単
な
も
の
で
あ
る
が

　
（
前
掲
額
田
県
史
・
前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
八
冊
参
照
）
、
そ
の
中
に
「
仕
置
」

済
の
「
無
宿
」
の
者
を
「
徒
刑
場
屈
内
へ
入
置
御
救
育
」
す
る
制
度
、
す
な
わ

七
・
四

（
一
〇
三
四
）

　
ち
一
種
の
予
防
拘
禁
制
度
を
採
用
し
て
い
る
点
は
興
味
ふ
か
い
。
詳
し
い
考
証

　
は
、
別
の
機
会
に
果
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
1
7
）
前
掲
額
田
県
史
に
よ
る
と
、
五
年
一
月
、
遷
卒
鴇
捕
亡
を
採
用
、
後
ち
に

　
遷
卒
は
巡
遷
役
、
警
遷
役
に
、
捕
亡
は
逮
部
役
と
そ
れ
ぞ
れ
改
名
し
た
が
、
七

丹
に
そ
れ
ら
を
廃
止
、
改
め
て
捕
亡
を
お
ぎ
、
知
多
支
庁
に
も
二
名
を
配
属

　
し
、
ま
た
、
郡
廻
役
は
一
郡
に
二
十
五
人
ず
つ
を
お
い
た
と
い
う
（
前
掲
愛
知

　
県
史
料
第
十
八
冊
）
。
と
こ
ろ
が
、
前
掲
横
須
賀
町
誌
に
よ
る
と
、
「
支
庁
」
は

　
「
其
長
ハ
大
属
ニ
シ
テ
部
下
二
判
任
等
外
ト
シ
テ
一
等
ヨ
リ
五
等
迄
ノ
約
五
名

　
ノ
遷
卒
ア
リ
一
名
捕
亡
ト
モ
称
シ
其
下
二
旧
番
人
ノ
郷
方
廻
役
ア
リ
一
ケ
月
ノ

給
金
壱
円
ニ
シ
テ
月
六
回
ノ
巡
回
ア
リ
又
一
回
二
銭
五
厘
ノ
弁
当
料
ヲ
給
シ
以

　
テ
犯
人
逮
捕
古
物
商
監
査
等
ノ
取
締
ヲ
為
ス
モ
ノ
部
内
二
二
十
四
名
ア
リ
タ
リ

　
ト
云
フ
」
（
九
五
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
町
誌
の
記
事
は
、
何
を
典
拠
と
し
た
の

　
か
わ
か
ら
な
い
が
、
支
庁
に
も
、
終
始
、
遷
卒
ま
た
は
捕
亡
が
在
勤
し
て
い
た

　
と
い
う
こ
と
に
は
、
か
な
り
信
愚
性
が
あ
ろ
う
。

（
1
8
）
　
額
田
県
の
行
刑
統
計
が
、
五
年
二
月
以
降
に
な
つ
て
い
る
の
は
（
前
掲
額

　
田
県
史
・
前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
八
冊
）
、
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
。
刈
谷
の

　
記
録
に
も
「
明
治
五
申
二
月
五
日
よ
り
当
県
御
引
払
い
、
額
田
県
へ
御
引
渡

　
し
」
と
あ
る
（
「
刈
谷
町
万
年
帳
」
・
刈
谷
市
教
育
委
員
会
編
「
幕
末
、
維
新
の

　
か
り
や
」
・
昭
和
四
十
四
年
・
四
七
頁
）
。
前
掲
八
名
郡
誌
に
「
廃
県
の
官
員
従

前
の
庁
に
於
て
事
務
を
執
り
扱
ひ
つ
つ
残
務
を
整
理
し
漸
く
翌
五
年
二
月
に
至

　
り
事
務
の
引
続
を
了
し
云
々
」
（
六
輔
四
頁
）
と
あ
る
の
は
、
正
し
い
見
解
で
あ

　
る
。

（
1
9
）
　
八
名
郡
（
第
九
大
区
）
の
場
合
、
大
区
戸
長
副
戸
長
の
任
命
は
二
月
十
二

　
日
、
小
区
の
戸
長
の
任
命
は
三
月
五
日
、
副
郡
長
（
郡
長
を
欠
く
）
の
任
命
は

　
二
月
十
五
日
で
あ
る
（
前
掲
八
名
郡
誌
・
六
一
六
頁
、
六
一
七
頁
）
。
他
郡
の
場

　
合
も
、
橡
ぼ
伺
じ
時
期
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
大
区
の
戸
長
、
副
戸
長
の
名
称
に



　
つ
い
て
は
、
註
1
4
・
参
照
。

（
20
）
　
小
島
亮
弍
は
、
知
多
郡
森
岡
村
出
身
、
嘉
永
五
年
九
月
生
れ
と
い
う
か

　
ら
、
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
明
治
五
年
当
時
、
二
十
一
歳
の
青
年
で
あ
る
（
そ

　
の
略
伝
は
、
田
中
重
策
「
尾
張
国
知
多
郡
誌
」
巻
三
・
明
治
二
十
六
年
・
一
枚

　
裏
以
下
参
照
）
。
但
し
、
郡
長
任
命
の
日
付
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
2
1
）
　
八
名
郡
（
第
九
大
区
）
の
場
合
、
新
任
の
戸
長
が
、
郡
内
賀
茂
村
に
事
務

　
所
を
設
け
、
そ
れ
を
戸
籍
取
調
所
と
称
し
た
と
い
う
が
（
前
掲
八
名
郡
誌
・
六

　
ニ
ハ
頁
）
、
知
多
郡
（
第
一
大
区
）
の
場
合
に
も
、
そ
う
し
た
事
実
が
あ
つ
た

　
の
か
ど
う
か
、
大
方
の
御
教
示
を
乞
い
た
い
．

（
2
2
）
　
前
掲
横
須
賀
町
誌
・
六
五
頁
、
同
趣
旨
の
記
述
は
、
「
半
田
町
史
」
（
大
正

　
十
五
年
）
・
三
五
六
頁
、
前
掲
横
須
賀
町
史
・
一
三
三
頁
な
ど
に
も
み
え
て
い

　
る
。

（
2
3
）
　
前
掲
八
名
郡
誌
・
六
二
一
頁
ー
六
二
二
頁
。

（
2
4
）
　
前
掲
尾
張
国
知
多
郡
誌
・
巻
三
・
一
枚
裏
、
二
枚
表
、
前
掲
横
須
賀
町
誌
．

　
六
九
頁
、
二
五
〇
頁
。
し
か
し
、
こ
の
際
、
第
一
大
区
長
の
事
務
所
が
、
区
会

　
所
と
呼
ば
れ
た
と
す
る
こ
と
に
は
、
疑
間
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら

　
ば
、
前
掲
八
名
郡
誌
に
よ
る
と
、
第
九
大
区
の
場
合
、
五
月
の
制
度
改
正
後

　
も
、
相
変
ら
ず
大
区
長
の
事
務
所
は
戸
籍
取
調
所
（
又
は
調
所
）
と
呼
ん
で
お

　
り
、
六
年
三
月
（
こ
の
と
き
は
、
す
で
に
額
田
県
は
愛
知
県
へ
吸
収
合
併
さ
れ

　
て
い
る
）
の
正
権
区
長
正
副
戸
長
職
掌
章
程
制
定
の
際
、
は
じ
め
て
区
会
所
と

　
称
し
た
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
六
二
一
頁
、
六
三
四
頁
）
．
し
か
し
、
知
多

　
郡
の
場
合
、
こ
の
時
期
の
事
情
を
く
わ
し
く
考
証
し
た
文
献
が
な
い
の
で
、
一

　
応
、
こ
こ
で
は
前
掲
横
須
賀
町
誌
の
記
述
に
従
つ
て
お
く
．

（
2
5
）
　
小
島
の
任
命
は
五
月
二
十
九
日
、
林
の
任
命
は
六
月
二
十
二
日
と
い
わ
れ

　
る
（
前
掲
尾
張
国
知
多
郡
誌
・
巻
三
・
一
枚
裏
、
二
枚
表
）
。
前
掲
横
須
賀
町
誌

　
に
、
区
会
所
の
開
設
を
六
月
と
す
る
場
合
が
あ
る
が
（
二
五
〇
頁
〉
、
こ
れ
は
林

明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
』

　
の
任
命
日
か
ら
推
測
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
区
の
制
度
は
、
額
田
県
廃
止

直
前
に
、
い
ま
い
ち
ど
改
正
が
あ
つ
た
．
前
掲
八
名
郡
誌
に
よ
る
と
、
「
九
月

十
五
日
正
副
大
区
長
共
に
廃
せ
ら
れ
、
当
分
正
副
戸
長
に
於
て
其
事
務
を
取
扱

　
つ
た
」
そ
し
て
「
十
一
月
十
三
日
」
に
あ
た
ら
し
い
大
区
長
が
任
命
さ
れ
、
小

区
は
小
一
区
、
小
二
区
、
小
三
区
（
そ
れ
ま
で
は
第
一
小
区
、
第
二
小
区
、
第

三
小
区
）
と
改
称
、
大
区
の
副
長
が
一
名
乃
至
二
名
ず
つ
小
区
の
長
に
配
属
さ

れ
、
ま
た
「
十
一
月
二
十
八
日
」
「
各
村
に
戸
長
」
を
お
い
た
が
、
時
す
で
に

廃
県
の
通
達
が
で
て
い
た
と
し
て
い
る
（
六
三
一
頁
）
。
知
多
郡
に
お
い
て
も
、

当
然
、
そ
う
し
た
改
正
が
あ
つ
た
筈
で
あ
る
が
．
そ
の
こ
と
に
ふ
れ
た
文
献
が

な
い
の
は
、
甚
だ
残
念
で
あ
る
。
因
み
に
、
前
掲
八
名
郡
誌
に
い
う
「
当
分
正

　副

戸
長
に
於
て
其
事
務
を
取
扱
つ
た
」
（
六
三
一
頁
）
と
い
う
記
述
の
意
味
は
、

各
小
区
の
正
副
戸
長
が
区
長
の
職
務
を
代
行
し
た
と
い
う
の
か
、
あ
る
い
は
大

区
に
も
臨
時
的
に
正
副
戸
長
が
お
か
れ
た
と
い
う
の
か
、
そ
の
点
明
ら
か
で
な

　
い
が
、
前
掲
額
田
県
彊
記
聞
第
三
号
（
五
年
十
月
）
の
記
事
に
「
本
県
第
四
大

区
（
加
茂
郡
ー
手
塚
註
）
戸
長
酒
井
功
ナ
ル
者
正
戸
長
ヲ
拝
命
セ
リ
」
（
六
枚

　表）と

み
え
て
い
る
か
ら
、
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
間
、
大
区
に
も
正
副
区

　
長
に
代
え
て
、
一
時
、
正
副
戸
長
を
お
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
2
6
）
　
前
掲
横
須
賀
町
史
・
二
五
三
頁
。

（
2
7
）
　
白
根
大
道
は
、
鳥
取
県
の
人
、
明
治
三
年
、
弾
正
史
生
、
そ
の
後
巡
察
属

　
を
経
て
額
田
県
へ
赴
任
、
五
年
二
月
十
五
日
、
十
等
出
仕
、
四
月
二
十
五
日
、

　
大
属
、
同
県
廃
止
後
、
七
年
頃
、
司
法
権
大
解
部
、
九
年
頃
、
判
事
補
、
十
一

年
頃
、
鹿
児
島
県
三
等
属
、
十
四
年
頃
、
同
県
副
典
獄
、
そ
の
後
の
動
静
は
わ

　
か
ら
な
い
が
．
二
十
一
年
九
月
十
九
日
、
逝
去
し
た
（
前
掲
額
田
県
官
員
録
・

前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
九
冊
、
前
掲
国
民
過
去
帳
・
二
六
七
頁
）
．

（
2
8
）
（
2
9
）
　
前
掲
額
田
県
史
・
前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
八
冊
。

（
3
0
）
　
腰
罪
は
「
士
族
以
上
ノ
婦
女
」
「
庶
人
、
過
誤
、
失
錯
、
連
累
、
其
他
不

七
五

（
一

〇
三
五
）



明
治
五
年
・
額
田
県
『
断
刑
簿
」

　
幸
二
出
テ
、
事
情
欄
諒
ス
可
ク
シ
テ
、
的
決
シ
難
キ
者
」
に
行
い
、
ま
た
収
陵

　
は
「
老
小
癖
疾
ノ
誇
位
ス
可
キ
者
」
と
「
卒
以
下
ノ
婦
女
」
に
行
う
も
の
で
、

　
答
、
杖
、
徒
流
、
死
に
代
え
て
腰
金
を
科
す
る
刑
で
あ
る
（
新
律
綱
領
・
瞭
罪

収
腰
例
図
）
。
「
断
刑
簿
」
に
み
え
て
い
る
腰
罪
、
収
腰
は
ッ
い
ず
れ
も
答
、
杖

刑
の
み
に
代
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
1
）
　
明
治
五
年
五
月
、
新
律
綱
領
の
答
、
杖
刑
は
原
則
的
に
廃
止
さ
れ
、
代
つ

　
て
懲
役
刑
（
十
日
か
ら
百
日
ま
で
の
十
種
）
が
採
用
さ
れ
た
が
、
地
方
の
設
備

を
考
慮
し
「
当
分
ノ
内
従
来
ノ
答
杖
実
決
」
も
み
と
め
ら
れ
て
い
た
（
懲
役
法
・

五
年
五
月
四
日
・
太
政
官
布
告
第
7
コ
ニ
号
）
。
額
田
県
の
場
合
、
本
庁
関
係

　
の
行
刑
統
計
に
よ
る
と
、
六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
に
十
日
乃
至
九
十
日
の
懲
役

刑
が
、
十
四
名
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
の
答
、
杖
刑
は
一
二
九
名
で
あ

　
る
か
ら
（
前
掲
額
田
県
史
・
前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
八
冊
）
、
な
お
、
答
、
杖

　
刑
が
圧
倒
的
に
多
か
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
32
）
　
こ
の
こ
と
か
ら
類
推
す
る
と
、
禁
獄
の
場
合
に
も
、
本
庁
へ
送
致
し
て
執

　
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
禁
獄
、
懲
役
は
、
本
庁
に
お
け
る
徒
刑
場

　
を
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
本
県
の
規
則
は
み
あ
た
ら
な

　
い
。

（
33
）
　
前
掲
額
田
県
史
・
意
掲
愛
知
県
史
料
第
十
八
冊
。

（
拠
）
　
前
掲
額
田
県
史
に
「
本
県
創
置
ノ
如
キ
ハ
新
律
既
二
頒
布
ノ
後
ニ
ア
リ
故

　
二
皆
之
二
依
テ
処
断
ス
」
と
あ
る
（
前
掲
史
料
）
。
な
お
、
「
叱
」
（
呵
責
）
は
、

新
律
綱
領
の
条
文
に
は
な
い
が
、
実
際
上
行
わ
れ
て
お
り
、
司
法
省
も
そ
れ
を

　
み
と
め
て
い
た
（
明
治
六
年
四
月
九
日
・
司
法
省
上
申
、
法
規
分
類
大
全
・
刑

法
門
⇔
・
刑
律
⇔
・
二
〇
八
頁
参
照
）
。

（
3
5
）
（
3
6
）
　
前
掲
額
田
県
布
告
集
’
前
掲
宝
飯
地
方
史
資
料
第
十
六
巻
・
二
七
七

頁
。

（
37
）
　
前
掲
書
・
二
七
九
頁
。

七
六

（
路
）
　
前
掲
額
田
県
史
・
前
掲
愛
知
県
史
料
第
十
八
冊
。

（
一
Q
コ
エ
ハ
）
、

前
註

（
1
）
　
（
㈱
）
ま
た
は
駆
遜
の
よ
う
に
、
（
0
）
亙
　
　
　
蒼
附
し
て
あ
る
も
の
は
．

　
実
際
の
捺
印
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
、
権
令
以
下
関
係
官
員
の
実
際
の
捺
印

　
の
あ
る
稟
議
書
は
、
原
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
聴
訟
課
の
印
鑑
は
、
原

　
本
で
は
な
く
写
本
と
思
わ
れ
る
稟
議
書
に
も
捺
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　
　
次
に
『
印
」
と
あ
る
は
朱
筆
で
、
「
印
」
と
あ
る
の
は
墨
筆
で
．
そ
れ
ぞ
れ

　
書
か
れ
て
い
る
印
鑑
の
し
る
し
を
示
す
。
ま
た
、
「
林
」
、
「
津
村
」
な
ど
と
あ

　
る
の
は
朱
筆
で
、
「
林
」
、
「
津
村
」
な
ど
と
あ
る
の
は
墨
筆
で
、
そ
れ
ぞ
れ
書

　
か
れ
て
い
る
印
鑑
の
模
写
を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
稟
議
警
は
、
関
係
官
員
の
捺

　
印
個
所
が
空
白
に
な
つ
て
い
る
稟
議
書
と
同
様
に
．
原
本
で
は
な
く
写
本
と
思

　
わ
れ
る
．

　
　
要
す
る
に
、
本
史
料
に
は
、
す
で
に
本
文
で
も
述
べ
た
ご
と
く
、
稟
議
書
の

　
原
本
と
写
本
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（
2
）
　
ゴ
チ
の
個
所
は
、
す
べ
て
朱
筆
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
．

（
3
）
　
□
□
は
、
判
読
困
難
の
文
字
あ
る
い
は
欠
損
個
所
で
あ
る
。

（
4
）
　
「
葛
上
忠
貞
」
は
、
本
文
に
前
出
の
「
葛
上
太
郎
」
と
同
一
人
と
思
わ
れ

　
る
。
ど
ち
ら
か
が
通
称
で
あ
ろ
う
。

額
田
県
「
断
刑
簿
」

　
三
月
四
日
　
議
案
写

令
　
　
　
　
典
事

　
　
参
事

聴
訟
課



知
多
支
庁
よ
り
古
見
村
林
蔵
外
五
人
失
火
事
件
別
紙
口
書
ヲ
以
罰
条
伺
相
廻

候
・
付
奎
通
申
付
可
嚢
輩
躍
摩
駿
導
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
多
郡
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
見
村
林
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
山
村
　
久
蔵

其
方
共
儀
火
之
元
入
念
可
致
義
ハ
兼
而
乍
相
弁
先
般
自
宅
よ
り
失
火
隣
家
焼

失
二
及
候
段
火
之
元
粗
忽
二
致
シ
故
之
義
不
束
二
付
各
答
四
十
可
申
付
処
全

過
失
二
出
テ
ル
義
二
付
腰
金
三
両
宛
申
付
ル
も
の
也

　
　
壬
申
三
月
　
　
　
　
　
　
　

額
田
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
多
郡
矢
口
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
海
　
金
左
工
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
郡
　
朝
倉
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
八
郎
後
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
郡
　
生
路
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田
徳
右
工
門

其
方
共
儀
火
之
元
入
念
可
致
義
兼
而
乍
相
弁
先
般
火
ヲ
失
シ
自
宅
焼
失
致
候

ハ
全
火
之
元
粗
忽
二
致
故
之
義
不
束
二
付
各
答
二
十
可
申
付
処
全
過
失
二
出

テ
ル
義
二
付
腰
金
一
両
二
分
ツ
・
申
付
ル
モ
ノ
也

　
　
壬
申
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
　
田
　
県

失
火
律
日
凡
火
ヲ
失
シ
テ
自
己
ノ
宅
舎
ヲ
焼
ク
者
ハ
答
二
十
人
ノ
宅
舎
二
延

焼
ス
ル
者
ハ
笛
四
十

贈
罪
例
図
二
答
二
十
ハ
一
両
二
分
答
四
十
ハ
三
両

　
　
　
朋
治
五
年
・
額
田
県
旨
嚇
刑
簿
C

　
　
追
伺

一
　
日
光
県
伺
付
紙
二
貧
憲
無
カ
ノ
者
販
ヲ
納
ム
可
カ
ラ
サ
ル
者
答
杖
ハ
折
半

シ
云
々
卜
有
之
上
ハ
本
犯
古
見
村
林
蔵
等
若
シ
絶
窮
ノ
者
二
候
ハ
・
答
四
十

ハ
ニ
十
実
決
二
十
ハ
一
十
実
決
申
付
可
然
哉

　
　
四
再
十
五
日
第
二
号

　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
令
　
（
林
）
　
　
（
平
松
）
典
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
上
忠
貞
（
貞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
参
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
訟
課
（
宮
原
）
（
津
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（

【
聴
訟
課
一

　
　
　
　
刑
議

　
知
多
郡
名
和
村
磯
部
勘
吉
失
火
ノ
始
末
支
庁
二
於
テ
及
吟
味
候
処
別
紙
之
通

　
二
有
之
候
二
付
左
ノ
如
ク
断
罪
仕
可
然
哉

　
　
失
火
律
自
宅
ヲ
焼
ク
者
答
二
十

　
　
販
罪
例
図
二
答
二
十
ハ
噌
両
二
分

　
　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
州
知
多
郡
名
和
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
部
勘
吉

　
其
方
儀
物
置
小
屋
二
灰
取
置
当
三
月
廿
六
日
夜
過
テ
同
所
ヨ
リ
出
火
居
宅
焼

　
亡
二
及
候
段
人
馬
怪
我
並
類
焼
等
無
之
ト
錐
始
末
不
束
二
付
答
刑
二
処
ス
ヘ

　
キ
処
全
過
失
二
出
ル
訳
ヲ
以
腰
罪
金
一
両
二
分
申
付
ル
者
也

　
　
　
壬
申
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
　
田
　
県

四
月
掛
日

七
七

（
一
〇
三
七
）



　
　
　
腺
治
五
年
・
額
田
県
、
断
飛
簿
」

　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
令
・
（
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔦
上
権
少
属
（
貞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
（
平
松
V
典
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
訟
課
（
津
村
）
（
宮
原
）

　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
，
　
　
（

　
　
　
　
刑
議

　
知
多
郡
大
高
村
久
三
郎
失
火
之
始
末
支
庁
二
於
而
吟
味
仕
候
別
紙
之
通
二
付

本
律
糞
難
青
誰
㌶
答
二
＋
之
如
ク
所
断
可
仕
哉

　
　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
州
知
多
郡
大
高
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
三
郎

　
其
方
儀
火
元
之
儀
兼
而
可
心
付
処
無
其
義
去
末
年
十
二
月
廿
二
日
庭
前
二
於

　
テ
藁
灰
ヲ
焚
灰
小
屋
二
入
置
候
処
夫
ヨ
リ
失
火
同
所
焼
亡
及
候
段
過
失
ト
ハ

　
乍
申
始
末
不
束
二
付
答
二
十
之
腰
金
一
両
二
分
申
付
ル
者
他

　
　
　
壬
申
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
　
田
　
県

　
三
月
十
七
日
第
二
号

　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

令
　
（
林
）
　
　
　
（
大
江
）
典
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
上
忠
貞
（
貞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
参
事
欠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
訟
課
（
平
松
）
（
宮
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
州
知
多
郡
大
脇
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
　
蔵

右
之
者
失
火
居
宅
焼
亡
事
件
取
糺
際
別
紙
之
通
有
之
趣
支
庁
よ
り
申
越
候
然

ル
ニ
ロ
書
面
失
火
之
□
本
ハ
同
源
蔵
妻
す
み
ナ
ル
者
之
失
錯
二
出
ル
哉
二
相

見
候
就
而
ハ
同
人
申
口
源
蔵
申
立
二
相
違
モ
無
之
上
ハ
本
律
左
之
通
支
庁
二

於
而
所
断
可
仕
段
御
指
揮
相
成
可
然
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
　
　
（
一
〇
三
八
）

　
律
例
失
火
自
己
ノ
宅
舎
ヲ
焼
ク
者
答
二
十
又
収
賦
図
二
庶
人
過
誤
失
錯
云

　
　
　
々
答
二
十
ハ
金
二
分

　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
源
蔵
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
み

其
方
儀
火
之
元
ノ
儀
ハ
兼
而
入
念
可
有
之
処
無
其
儀
当
三
月
十
三
日
朝
茶
釜

下
火
焚
付
候
処
誤
而
側
二
有
之
柴
二
燃
付
夫
ヨ
リ
居
宅
焼
亡
お
よ
ひ
候
始
末

不
束
二
付
屹
度
可
申
付
処
全
過
失
二
出
ル
ニ
付
収
腰
金
二
分
申
付
ル
者
也

　
　
壬
申
三
月
　
　
　
　
　
　
　
額
田
県

刑
議
写

　
四
月
廿
三
日

令
印
　
　
　
印
典
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
権
少
属
印

　
　
印
参
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
訟
課
印
印

　
　
　
刑
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
州
知
多
郡
常
滑
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
　
　
新
蔵
　
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
曽
松

右
之
者
昨
辛
末
三
月
中
窃
盗
致
シ
元
名
古
屋
県
ニ
テ
杖
刑
所
決
相
成
候
処
尚

又
当
壬
申
三
月
中
ヨ
リ
窃
盗
致
候
二
付
本
罪
杖
八
十
二
一
等
ヲ
加
へ
杖
九
十

可
申
付
哉
講
講
二
＋

　
窃
盗
律
二
十
両
以
上
杖
八
十
　
加
等
罪
例
凡
窃
盗
及
賭
博
ヲ
犯
シ
已
二
官

　
司
ノ
断
決
ヲ
経
テ
再
ヒ
犯
ス
者
ハ
並
二
後
犯
ノ
本
罪
『
二
等
ヲ
加
フ

一
聴
訟
課
｝



　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
与
曽
松

其
方
儀
昨
辛
末
三
月
中
窃
盗
致
候
二
付
元
名
古
屋
県
ニ
テ
処
刑
相
成
ル
上
は

改
心
可
致
処
無
其
義
尚
又
当
壬
申
二
月
中
居
村
市
場
名
不
知
家
其
外
二
軒
江

忍
入
衣
類
雑
品
都
合
四
十
品
盗
取
候
始
末
不
束
二
付
本
罪
二
一
等
フ
加
へ
杖

九
十
申
付
ル
者
也

　
　
壬
申
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
　
田
　
県

　
五
月
九
日
五
月
十
日
第
三
号

令
　
（
林
）圏

　
　
　
　
　
　
ラ

平
松
権
典
事
　
（
平
松
）

　
　
　
　
　
　
X

　
　
　
　
　
　
（
三
坂
）

　
　
支
庁
詰
　
X

　
　
　
　
　
　
（
蒲
生
）

　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
聴
訟
課
（
宮
原
X
津
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
貞
（
灘
調
）

　
　
　
刑
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
多
郡
乙
川
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
生
定
四
郎

右
之
者
兄
市
左
衛
門
ヨ
リ
毎
度
当
分
之
助
成
金
取
貰
受
同
人
善
光
寺
詣
之
留

守
中
兄
之
田
畑
ヲ
押
領
耕
作
致
況
剰
兄
市
左
衛
門
帰
宅
之
頃
不
法
ノ
雑
言
申

張
二
等
ノ
尊
長
ヲ
罵
候
段
不
束
二
付
杖
九
十
可
申
付
哉

　
律
例
罵
有
服
尊
長
条
目
若
シ
兄
姉
ヲ
罵
ル
者
パ
杖
九
＋

　
子
弟
私
壇
用
財
条
日
凡
同
居
遡
子
弟
・
私
壇
二
父
見
ノ
財
物
ヲ
用
ル
者
ハ
一

　
　
晦
泊
五
年
・
，
額
田
県
「
断
刑
簿
〕

　
十
両
二
答
一
十
一
十
両
毎
卜
二
一
等
ヲ
加
工
罪
杖
一
百
二
止
ル

　
ニ
罪
倶
発
目
二
罪
倶
発
ス
以
重
論

　
　
右
二
罪
用
財
物
条
重
シ
ト
錐
モ
田
畑
ヲ
押
領
ノ
萌
ヲ
顕
セ
シ
迄
ニ
テ
実

　
　
物
未
入
手
獲
物
更
二
無
之
賠
ニ
ハ
難
算
杖
一
百
減
等
之
罪
ニ
モ
可
有
之

　
　
仰
テ
罵
言
律
ヲ
以
テ
本
罪
ト
ス

　
　
　
辞
令
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
同
人

其
方
儀
別
居
来
兄
市
左
衛
門
ヨ
リ
度
々
助
成
金
等
取
貰
受
却
而
悪
意
ヲ
差
含

同
人
留
主
中
所
持
ノ
巴
畑
ヲ
押
領
セ
ン
ト
相
工
ミ
自
儘
二
耕
作
致
シ
帰
国
之

上
可
差
戻
掛
合
之
末
強
言
申
張
二
等
親
ノ
市
左
衛
門
ヲ
罵
ダ
候
段
不
束
『
付

杖
九
十
申
付
ル
者
也

　
　
　
月
　
　
日

　
五
月
三
日

令
印
　
　
　
印
典
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
権
少
属
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
訟
課
　
印
　
印

　
　
　
刑
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
州
知
多
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
村
　
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
西
弥
助

右
詐
取
証
券
偽
造
冒
認
ノ
三
罪
口
書
詰
之
上
ハ
律
二
準
シ
流
三
等
二
該
ル
処

敦
レ
モ
赦
前
ノ
犯
罪
二
付
罪
ヲ
免
ツ
屹
度
呵
責
申
付
候
上
諸
貯
追
徴
可
仕
哉

一
慶
応
元
丑
年
中
　
　
　
詐
取
金
三
百
八
十
両

一
同
四
年
　
　
　
　
　
　
偽
造
私
印
　
　
　
〒
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
　
　
　
工
〇
三
九
）



　
　
　
明
治
五
年
、
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

篇
元
治
元
甲
喪
四
月
　
　
冒
認
の
地
　
代
金
七
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廿
六
両
三
分

律
文
凡
官
私
ヲ
詐
撒
シ
テ
財
物
ヲ
取
ル
者
ハ
並
二
賠
二
計
へ
窃
盗
二
準
シ
テ

論
ス
罪
流
三
董
止
ル
醜
縫
百

一
私
印
ヲ
偽
造
ス
ル
者
ハ
杖
一
百
財
ヲ
得
ル
者
ハ
賠
二
計
へ
各
盗
罪
ヲ
以
テ
重

キ
一
一
従
テ
論
ス

一
凡
他
人
ノ
田
宅
ヲ
冒
認
ス
ル
者
ハ
窃
盗
二
準
シ
テ
論
ス
罪
流
三
等
二
止
ル

窃
盗
三
百
両

以
上
絞

一
凡
二
罪
以
上
倶
二
発
党
ス
ル
各
等
キ
ハ
一
二
従
テ
科
ス

右
二
仰
テ
流
三
等
ト
ナ
ス

　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
中
西
弥
助

其
方
儀
慶
応
元
丑
年
中
同
村
吉
峯
治
右
衛
門
不
用
之
金
子
借
用
証
文
ヲ
以
同

人
借
用
ト
偽
同
郡
古
見
村
竹
内
九
郎
兵
衛
ヨ
リ
金
子
三
百
八
十
両
借
受
治
右

衛
門
二
不
相
渡
自
身
二
遣
払
剰
右
借
財
ヲ
治
右
衛
門
二
為
負
返
済
不
致
候
連

同
人
持
田
地
譲
受
ケ
之
偽
証
券
ヲ
造
リ
遂
二
右
田
地
ヲ
冒
認
候
上
他
江
売
払

代
金
七
百
両
余
遣
込
候
始
末
不
届
二
付
流
三
等
二
可
処
処
敦
レ
モ
大
赦
以
前

之
犯
罪
二
付
其
科
ヲ
免
シ
屹
度
呵
責
申
付
ル
者
也

　
　
壬
申
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
　
田
　
県

　
五
月
四
日

令
　
花
押
　
　
　
典
事

刑
議

印

　
葛
上
権
少
属
　
印

聴
訟
課
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八
○
　
　
　
（
一
〇
四
〇
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知
多
郡
古
見
村
清
七
等
金
子
海
中
よ
り
拾
取
私
有
ス
ル
始
末
取
糺
候
処
口
書

別
紙
之
通
二
付
拾
得
ル
金
ハ
給
与
シ
違
令
之
律
二
照
シ
答
三
十
可
申
付
鰍

違
令
条
凡
令
二
違
フ
ニ
重
キ
ハ
答
四
十

軽
キ
ハ
一
等
ヲ
減
ス

　
　
　
辞
令
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郡
古
見
村
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孫
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市
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衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
　
吉

其
方
共
儀
去
ル
庚
午
ノ
年
九
月
中
同
村
勘
九
郎
亡
船
二
乗
組
沖
面
二
而
藻
草

採
候
砺
箱
入
之
金
札
百
三
十
九
両
拾
取
候
処
官
二
訴
出
ス
私
二
配
分
致
シ
候

始
末
不
束
二
付
各
答
三
十
申
付
ル
者
也

　
　
　
但
拾
取
ル
金
ハ
主
ナ
キ
ニ
付
給
与
ス

　
　
壬
申
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
　
田
　
県

　
本
議
金
財
紛
失
ノ
趣
前
二
訴
出
候
者
有
之
候
得
共
金
耽
大
小
員
数
等
相
違

　
シ
又
拾
取
ル
金
ヲ
給
与
ス
ル
ハ
浦
高
札
御
定
書
二
依
り
取
調
候

令
　
林

刑
議

平
松
　
典
事

　
　
葛
上
権
少
属
　
貞

聴
訟
課
　
津
村
　
宮
原

尾
州
知
多
郡

　
　
　
古
見
村
農

　
　
　
　
忠
七
養
子



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
　
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
政
右
工
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
兵
衛
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
谷
千
代
蔵

右
鹿
蔵
外
二
人
同
村
脇
島
組
祭
礼
道
具
破
損
等
之
輔
件
知
多
支
庁
二
於
テ
吟

味
仕
候
処
前
冊
口
書
之
通
二
付
一
同
呵
責
可
申
付
哉

　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
鹿
蔵
外
二
人

其
方
共
儀
同
村
脇
島
組
祭
礼
道
具
乱
妨
二
損
破
シ
右
事
件
本
保
組
二
嫌
疑
相

掛
候
ヨ
リ
彼
是
申
争
候
始
末
不
念
二
付
呵
責
申
付
ル

　
　
壬
申
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
　
田
　
県

別
紙
（
手
塚
註
）

古
見
村
鹿
蔵
初
外
二
人
云
々
御
決
議
之
趣
奉
揮
承
候
然
二
最
早
御
決
議
之
末

彼
是
存
意
申
立
恐
儀
至
極
二
奉
存
候
得
共
根
元
鹿
蔵
祭
礼
道
具
云
々
ハ
今
般

自
首
二
不
及
外
ヨ
リ
相
顕
吟
味
之
上
罪
犯
首
告
仕
候
得
ハ
則
律
文
棄
鍛
器
物

稼
稽
ス
ル
ノ
条
二
当
該
シ
窃
盗
二
準
シ
テ
論
ジ
貯
二
計
へ
処
刑
ス
ペ
キ
カ
又

他
律
ニ
モ
若
シ
人
ノ
墳
螢
内
ノ
碑
碍
石
獣
ヲ
鍛
者
ハ
杖
八
十
人
ノ
神
主
ヲ
殼

者
ハ
杖
九
十
ト
有
之
候
得
ハ
本
律
他
律
共
惜
二
正
条
有
之
候
就
テ
ハ
云
々
ノ

所
業
二
付
云
々
可
申
付
処
自
訴
イ
タ
シ
候
二
付
右
之
科
ヲ
免
シ
呵
責
申
付
卜

云
シ
文
体
二
而
辞
令
御
渡
相
成
度
余
ハ
御
指
図
ノ
通
存
意
無
御
座
□
両
組
数

度
右
入
組
二
付
確
認
無
之
儀
ヲ
申
立
ル
義
御
座
候
問
此
元
二
而
辞
令
ヲ
椿
叱

申
付
之
方
後
々
ノ
為
可
宜
相
見
込
申
候
今
一
応
□
口
候
也
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中
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付
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事
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令
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原
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村
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新
美
八
次
郎

右
仮
口
書
支
庁
ヨ
リ
相
廻
候
二
付
取
調
律
文
明
条
無
之
軽
科
之
儀
二
付
清
助

以
下
三
人
ハ
呵
責
申
付
八
次
郎
ハ
餐
之
沙
汰
二
不
及
旨
可
申
渡
乎

　
　
　
辞
令
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利
三
郎

其
方
共
儀
大
古
根
村
氏
神
祭
礼
二
付
子
供
笹
踊
願
出
之
節
願
道
ト
齪
齢
之
取

計
致
候
始
末
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束
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付
ル
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美
八
次
郎

其
方
儀
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村
氏
神
祭
礼
二
付
子
供
笹
踊
願
出
候
処
同
村
清
助
外
両
人
義
願
達

ト
齪
鶴
之
取
斗
致
候
二
付
取
糺
候
処
其
方
儀
喪
中
二
而
右
事
件
二
不
預
候
二

付
省
之
沙
汰
二
不
及

　
　
壬
申
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
　
田
　
県

　
五
月
二
十
日

令
印
　
　
　
典
事
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少
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課
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申
五
十
二
歳

右
口
書
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二
付
律
文
ヲ
案
ス
ル
ニ
賭
房
ヲ
開
張
ス
ル
人
ハ
其
列
二
與
ラ
ス
ト

錐
モ
同
罪
ト
有
之
然
ル
ニ
し
う
儀
賭
房
ヲ
開
張
セ
シ
ニ
モ
無
之
情
二
於
テ
欄

諒
ス
ヘ
キ
ニ
似
タ
リ
ト
難
モ
已
右
事
件
ヨ
リ
逃
亡
ノ
罪
ヲ
犯
シ
候
二
付
即
チ

逃
亡
ヲ
以
テ
論
シ
杖
八
十
ノ
収
腰
可
申
付
乎

　
律
二
目
博
戯
ヲ
為
ス
者
ハ
杖
八
十
其
賭
房
ヲ
開
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ス
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四
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ス
ト
錐
モ
同
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凡
本
籍
ヲ
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シ
逃
亡
ス
ル
者
ハ
杖
八
十
　
二
罪
倶
発
以

　
重
論
義
シ
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キ
ハ
一
ノ
重
キ
ニ
従
テ
科
ス
　
凡
婦
女
死
罪
不
孝
姦
盗
人
命

　
放
火
ノ
罪
ヲ
犯
ス
ハ
各
律
二
依
テ
断
決
シ
其
余
ノ
罪
ハ
並
二
法
二
依
テ
収
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ス
　
収
賦
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其
方
儀
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辛
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廿
六
日
村
方
若
者
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リ
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二
応
シ
寄
合
ノ
宿
二
自
宅
貸

置
シ
候
処
其
夜
若
者
共
賭
博
之
始
末
其
方
不
存
候
処
右
発
覚
致
候
ヲ
承
リ
連

及
ヲ
催
レ
同
十
一
月
晦
目
村
方
逃
亡
致
候
始
末
不
束
二
付
杖
八
十
ノ
収
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両
申
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ル
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事

　
　
宮
原
権
少
属

　
　
岡
田
　
　
透

聴
　
訟
　
課

尾
州
知
多
郡
成
岩
村

　
　
　
　
　
　
水
野
熊
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郡
緒
川
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門
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郡
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左
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門
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之
者
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之
上
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本
律
二
佃
リ
熊
七
者
杖
一
百
り
き
者
禁
獄
七
十
日
藤

吉
者
答
五
十
二
処
決
可
仕
哉

熊
七
刑
議
一
販
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併
セ
テ
四
十
二
両
三
分
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四
十
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一
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以
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犯
姦
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ハ
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杖
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十
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杖
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該
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折
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十
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二
十
日
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折
シ
テ
禁
獄
二
換
フ
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吉
刑
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案
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ル
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窃
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得
ル
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賠
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ト
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モ
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テ
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ヲ
科
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タ
ル
者
ハ
各
一
等
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目
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五
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罪
ヲ
除
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流
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下
ヲ
犯
ス
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ハ
収
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又
日
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ス
時
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事
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ル
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大
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ト
有
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窃
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ト

雛
モ
実
決
収
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テ
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ル
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以
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ノ
条
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案
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ハ
六
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然
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タ
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ト
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収
贈
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ル
故
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五
十
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仕
相
当
ト
見
込

候
也

明
治
五
年
・
額
田
県
肖
断
刑
簿
」

　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
水
野
賂
七

其
方
儀
同
郡
緒
川
村
水
野
専
左
工
門
後
家
り
き
ト
度
々
姦
通
二
及
夫
ヨ
リ
後

夫
二
可
相
成
ト
相
約
シ
同
人
方
二
寄
宿
致
シ
且
去
ル
巳
九
月
以
後
緒
川
村
具

助
宅
外
三
軒
へ
忍
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付
杖
一
百
申
付
ル
モ
ノ
也

　
　
壬
申
五
月
・
　
　
　
　
　
　
　
額
田
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
水
野
専
左
笛
門
後
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
き

其
方
儀
夫
専
左
工
門
死
去
後
同
郡
成
岩
村
水
野
熊
七
ト
度
々
姦
通
二
及
夫
ヨ

リ
後
夫
二
可
致
ト
相
約
シ
媒
人
も
無
之
寄
宿
為
致
候
段
不
束
二
付
禁
獄
七
十

日
申
付
ル
モ
ノ
也

　
　
壬
申
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
田
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
水
野
専
左
工
門
亡
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
藤
吉

其
方
儀
同
郡
成
岩
村
水
野
熊
七
申
進
メ
ト
ハ
乍
申
同
人
窃
盗
相
働
候
節
貯
ヲ

分
タ
ス
ト
難
モ
随
行
致
候
段
不
束
二
付
答
五
十
申
付
ル
モ
ノ
也

　
　
壬
申
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
　
冊
　
県

一
ロ
書
ハ
御
廻
不
申
受
左
様
御
承
知
可
相
成

　
六
月
七
日

令
印
　
　
　
　
　
印
典
事

　
　
　
印
参
事

　
　
　
　
　
宮
原
権
少
属

　
　
　
聴
　
訟
　
課
　
印

　
尾
張
国
知
多
郡

八
三
　
　
　
（
一
〇
四
三
）

印



明
治
五
年
。
額
由
県
「
断
刑
簿
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
奥
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
　
　
　
定
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
弟
　
市
五
郎

右
両
人
鰻
ヲ
響
墜
件
本
律
・
照
シ
各
釜
＋
可
申
付
乎
発
簸
羅

ル
者
ハ
答
五
十
五
等
親

図
二
兄
弟
ノ
妻
ハ
四
等

　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
定
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
五
郎

其
方
共
儀
亡
異
母
兄
仁
三
郎
家
嗣
之
儀
二
付
同
人
妻
み
つ
ト
争
論
罵
署
致
候

始
末
不
束
二
付
各
答
五
十
申
付
ル
者
也

　
　
壬
申
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
　
田
　
県

　
六
月
七
日

令
印
　
　
　
　
　
町
典
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
上
権
少
属
　
印

　
　
印
参
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
訟
課
　
各
官
印

　
　
　
刑
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
州
幡
豆
郡
須
崎
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
七
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
見
金
蔵

右
金
蔵
窃
盗
之
始
末
仮
口
書
之
通
二
有
之
候
二
付
本
口
書
詰
之
上
ハ
支
庁
二

於
差
壷
断
刑
蔑
可
然
盛
難
盤
↑
酷
謝
盤
種

　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
吉
見
金
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
　
（
一
〇
四
四
）

其
方
儀
当
五
月
中
尾
州
知
多
郡
佐
布
里
村
正
法
院
二
旦
雇
罷
在
候
内
同
村
喜

四
郎
宅
外
ニ
テ
処
並
其
以
前
旧
ロ
ニ
居
住
候
節
市
郎
右
工
門
外
一
人
よ
り
金

□
盗
取
候
始
末
不
束
二
付
杖
七
十
申
付
ル
者
也

　
　
壬
申
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
　
田
　
県

　
六
号

印
令
　
　
　
　
印
典
事

　
　
　
　
　
印
参
事

　
　
　
刑
議

　
宮
原
権
少
属

聴
訟
課
　
印

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
州
知
多
郡
柿
並
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
　
　
神
谷
孫
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
五
十
二
歳

右
之
者
同
村
神
谷
吉
蔵
ヲ
打
撲
傷
ヲ
成
候
二
付
本
律
二
傍
リ
答
四
十
可
申
付

乎　
律
白
瓦
石
槌
棒
等
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
チ
傷
ヲ
成
ス
者
答
四
十

　
　
　
辞
令

其
方
儀
五
月
十
七
日
田
地
引
水
ノ
争
二
傍
リ
担
居
候
鍬
ヲ
以
テ
同
村
神
谷
吉

蔵
ヲ
打
撲
傷
ヲ
被
ラ
セ
候
始
末
不
束
二
付
答
四
十
申
付
ル
者
也

　
　
壬
申
六
月
　
　
　
　
　
　
　

額
田
県

　
七
号

　
六
月
七
日

令
抑

仰
典
事

津
村
権
少
属

1印



　
　
助
参
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
訟
課
　
印
離

　
　
　
刑
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幡
豆
郡
　
角
平
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
惣
太
郎
二
男

　
　
　
脱
籍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
為
吉

　
　
　
窃
盗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
多
郡
寺
中
村

　
　
　
失
火
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
　
　
蟹
江
松
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
郡
緒
川
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乾
坤
院
下
男

　
　
　
和
姦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
郡
石
浜
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
　
水
野
松
之
右
工
門
長
女

　
　
　
和
姦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ち

右
口
書
詰
之
上
ハ
左
之
通
処
決
可
仕
乎

一
為
吉
盗
貼
金
三
両
二
分
余

律
例

　
七
賠
図
一
一
窃
盗
一
両
以
上
杖
六
十
　
逃
亡
条
二
云
凡
本
籍
ヲ
脱
シ
逃
亡
ス

　
ル
者
ハ
杖
八
十
　
二
罪
倶
発
以
重
論
条
二
云
凡
二
罪
以
上
倶
二
発
覚
ス
レ

　
ハ
一
ノ
重
キ
者
ヲ
以
テ
論
ス
云
々

　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
斎
藤
為
吉

其
方
儀
去
ル
明
治
三
年
庚
午
十
二
月
廿
二
日
本
籍
逃
亡
致
候
上
幡
豆
郡
深
溝

村
名
前
不
存
者
外
七
軒
江
忍
入
金
銭
衣
類
致
窃
盗
候
始
末
不
束
二
付
杖
八
十

　
　
　
明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

申
付
ル
者
也

　
　
壬
申
六
月
　
　
　
　
　
　
　

額
田
県

蟹
江
松
十

　
律
例
失
火
二
云
凡
火
ヲ
失
シ
テ
自
己
ノ
宅
舎
ヲ
焼
者
ハ
答
二
十
　
賊
罪
例

　
図
二
答
二
十
賦
罪
金
一
両
二
分

　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹
江
松
十

其
方
儀
火
之
元
之
儀
ハ
精
々
入
念
可
致
候
処
無
其
儀
去
ル
五
月
十
七
日
粥
焚

之
節
風
吹
込
麦
蕎
江
火
移
リ
遂
二
失
火
二
及
ヒ
自
宅
焼
亡
候
段
不
束
二
付
答

二
十
可
申
付
之
処
全
過
失
之
儀
二
付
願
罪
金
壱
両
弐
分
申
付
ル
者
也

　
　
壬
申
六
月
　
　
　
　
　
　
　

額
田
県

い
ち
並
善
助

　
律
令

　
犯
姦
律
二
云
凡
和
姦
ハ
各
杖
七
十
　
婦
女
犯
罪
条
一
喘
凡
婦
女
徒
罪
以
上
ヲ

　
犯
ス
者
ハ
各
律
二
依
テ
断
決
シ
答
杖
二
該
ル
者
ハ
日
数
二
折
シ
答
杖
一
十

　
毎
二
十
日
二
折
シ
禁
獄
二
換
フ

　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
い
　
ち

其
方
儀
去
ル
四
月
二
日
緒
川
村
乾
坤
院
下
男
善
助
之
申
二
従
ヒ
同
人
ト
和
姦

二
及
候
始
末
不
束
二
付
杖
七
十
可
申
付
之
処
婦
女
之
儀
二
付
禁
獄
七
十
日
申

付
ル
者
也

　
　
壬
申
六
月
　
　
　
　
　
　
　

額
田
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
善
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
　
（
一
〇
四
五
）



　
　
明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

其
方
儀
去
ル
四
月
二
日
石
浜
村
松
之
右
工
門
長
女
い
ち
江
申
掛
和
姦
二
及
候

姶
末
不
束
二
付
杖
八
十
申
付
ル
者
也

　
　
壬
申
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
　
田
　
県

　
決
議

令
　
　
難
典
事
　
　
　
　
肇
権
少
属

　
　
参
事
　
　
　
庶
務
社
寺
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
訟
課

　
　
　
刑
議

　
本
籍
逃
亡
五
十
日
以
外
復
帰
　
管
内
尾
張
知
多
郡
大
古
根
村
　
蓮
慶
寺

　
　
　
　
庶
人
二
下
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
職
　
恵
覚

奮
凡
本
籍
ヲ
脱
シ
テ
逃
妄
ル
煮
杖
八
＋
士
族
卒
ハ
奪
茄
フ
塀

醐
謹
六
又
無
官
僧
徒
罪
苑
薯
士
族
ノ
法
高
シ
又
御
布
隻
士
肇

逃
亡
五
十
日
以
内
二
帰
ル
者
ハ
律
ノ
如
ク
処
シ
五
十
日
以
外
二
及
ヒ
復
帰
ス

レ
ハ
庶
人
二
下
ス
ニ
止
ム

　
　
　
辞
令
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
恵
　
覚

其
方
儀
全
財
才
覚
ノ
為
連
去
未
年
十
二
月
中
出
寺
逃
亡
及
ヒ
候
始
末
復
帰
致

ス
ト
難
不
束
ノ
所
為
二
付
庶
人
二
下
ス
者
也

　
　
壬
申
　
月

令
印

参
事
印

　
刑
議

聴
訟
　
課
　
印

八
六

（
一
〇
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
松
杢
兵
衛

右
無
故
ノ
私
憤
ヲ
以
テ
六
右
工
門
ヲ
打
殴
シ
再
度
其
男
作
之
助
誤
ノ
一
言
取

消
候
連
小
刀
ヲ
懐
中
シ
木
刀
ヲ
携
へ
六
右
工
門
二
迫
リ
殴
打
左
腕
ヲ
傷
ケ
候

始
末
不
束
二
付
答
四
十
可
申
付
哉

一
律
例
闘
殴
条
日
瓦
石
槌
棒
等
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
チ
傷
ヲ
成
ズ
者
ハ
答
四
十

一
右
律
二
照
シ
処
刑

　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
平
松
杢
兵
衛

其
方
儀
津
島
詣
乗
船
ノ
事
ヨ
リ
無
故
六
右
工
門
ヲ
殴
辱
シ
其
後
右
男
作
之
助

誤
リ
之
一
言
取
消
候
連
私
憤
之
余
リ
木
刀
ヲ
以
テ
六
右
工
門
ヲ
殴
打
シ
左
ノ

腕
二
傷
ケ
候
段
不
束
二
付
答
四
十
申
付
ル
モ
ノ
也

　
　
壬
申
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
右
工
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
　
　
左
之
助

　
無
構

右
之
通
刑
議
伺
済
二
付
処
刑
可
相
成
也

令
印
　
　
　
　
　
典
事
印

　
　
参
事
印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
　
訟
　
課
　
印

知
多
郡
古
見
村
大
堀
八
蔵
後
家
失
火
見
分
書
仮
口
書
同
郡
山
口
村
山
下
彦
六

雇
人
四
郎
口
書
並
同
郡
大
井
村
山
下
富
吉
渡
辺
利
右
工
門
娘
同
罪
相
謀
候
一

件
見
分
書
仮
呈
異
入
電
覆
轟
錨
発
畿
論
候



層
山
下
彦
六
雇
人
失
火
一
件
既
口
書
詰
二
も
有
之
如
刑
議
処
刑
シ
古
見
村
こ

う
義
口
書
詰
恐
入
候
ハ
・
夫
々
於
知
多
支
庁
処
刑
取
計
候
様
可
申
付
乎
奉
伺

候
事

岨
大
井
村
山
下
富
吉
渡
辺
利
右
工
門
娘
さ
と
義
病
平
愈
之
上
口
書
取
上
候
積

　
二
御
座
候
本
文
之
通
御
取
計
有
之
度
候

令
　
　
　
　
典
事

　
　
参
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
訟
課

　
　
　
刑
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
州
国
知
多
郡
古
見
村

失
火
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
う

一
収
贋
金
二
分

　
律
例

　
凡
火
ヲ
失
シ
テ
自
己
ノ
宅
舎
ヲ
燃
ク
者
ハ
答
二
十

　
婦
女
犯
罪
条
二
凡
婦
女
死
罪
不
孝
姦
盗
人
命
放
火
ノ
徒
罪
以
上
ヲ
犯
ス
者

　
ハ
各
律
二
依
テ
駈
決
シ
答
杖
二
該
ル
者
ハ
日
数
二
折
シ
答
杖
一
十
毎
二
十

　
日
二
折
シ
テ
禁
獄
二
換
フ
其
余
ノ
罪
ハ
並
二
法
二
依
テ
収
贋
ス
ル
コ
ト
ヲ

　
聴
ス

　
　
収
瞭
例
図
二
答
二
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
二
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
こ
　
う

其
方
儀
当
七
月
廿
五
日
夕
飯
仕
度
竈
下
取
片
置
候
処
残
火
有
之
候
哉
同
夜
右

竈
下
よ
り
出
火
近
傍
柴
等
江
火
移
リ
遂
二
自
家
屋
焼
失
候
段
不
束
二
付
答
二

十
二
可
処
候
処
全
過
失
且
婦
女
之
儀
二
付
収
蹟
金
二
分
申
付
ル
モ
ノ
也

明
治
五
年
・
額
田
県
〔
断
刑
簿
』

壬
申
八
月

令
　
林
　
　
　
　
　
　
典
事
印

　
　
参
事
石
黒
　
　
　
　
　
　
聴
訟
課
印
印

　
　
　
刑
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
多
郡
西
端
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
兵
衛
娘

和
姦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
に

禁
獄
七
十
日

律
二
云
凡
和
姦
ハ
各
杖
七
十
云
々
　
凡
婦
女
死
罪
不
孝
姦
盗
人
命
放
火
ノ
徒

罪
以
上
ヲ
犯
ス
者
ハ
各
律
二
依
テ
即
決
シ
答
杖
二
該
ル
者
ハ
圖
数
二
折
シ
答

杖
一
十
毎
二
十
日
二
折
シ
テ
禁
獄
二
換
フ

　
　
　
辞
令
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
く
　
に

其
方
儀
三
州
渥
美
郡
中
山
村
渡
会
弥
作
ト
及
姦
通
候
始
末
不
束
二
付
禁
獄
七

十
日
申
付
ル
モ
ノ
也

　
　
壬
申
八
月

令

　
　
典
事

参
事

　
刑
議

宮
原
権
少
属

尾
州
知
多
郡
乙
川
村

　
　
農
　
　
小
竹
文
次
郎

八
七

（
一
〇
四
七
）



明
治
五
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
』

賭
博

一
杖
八
十

　
　
　
申
廿
九
歳

同
郡
大
井
村

農
　
　
林
　
嘉
助

　
　
申
三
十
七
歳

　
　
　
間
瀬
政
吉

　
　
申
三
十
四
歳

　
　
律
云
財
物
ヲ
賭
シ
博
戯
ヲ
為
ス
者
皆
杖
八
十

　
　
　
辞
令
案

其
方
共
儀
当
四
月
廿
五
日
知
多
郡
大
井
村
山
本
吉
右
衛
門
宅
二
於
テ
賭
博
致

候
始
末
不
束
二
付
各
杖
八
十
申
付
ル
者
也

　
　
壬
申
八
月

右
賭
博
連
累
不
知
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
井
村

一
無
構
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
　
山
本
吉
右
工
門

令
　
　
　
典
事

　
　
参
事

　
　
　
刑
議

和
姦
並
二

講
テ
他
人
ヲ
誘
シ
私
怨
ヲ

報
セ
ソ
ト
ス

一
杖
七
十

和
姦

宮
原
権
少
属

尾
州
知
多
郡
大
井
村

　
　
　
　
甚
之
助
伜

　
　
　
　
　
石
黒
権
之
助

　
　
　
　
　
　
申
廿
二
歳

　
　
　
同
郡
山
田
村

　
　
　
　
牛
田
与
十
郎
姪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
　
　
（
｝
〇
四
バ
）

一
禁
獄
七
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
　
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
十
八
歳

　
律
云
和
姦
ハ
各
杖
七
十
　
婦
女
姦
ヲ
犯
ス
者
ハ
答
杖
二
該
ル
ハ
禁
獄
二
換

　
節

　
略

　
権
之
助
儀
犯
姦
ノ
外
一
罪
ハ
不
応
為
ノ
重
キ
杖
七
十
相
当
二
有
之
二
罪
倶

　
発
以
重
論
ノ
条
二
拠
リ
一
ノ
和
姦
ヲ
以
テ
論
ス

　
　
　
辞
令
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
権
之
助

其
方
儀
当
四
月
中
ヨ
リ
知
多
郡
山
田
村
与
十
郎
姪
つ
う
ト
和
姦
二
及
ヒ
同
人

宅
工
忍
入
候
処
同
村
治
郎
平
外
四
人
二
打
榔
被
致
候
ヲ
怨
、
・
・
本
村
若
老
共
ヲ

偽
言
ヲ
以
教
唆
シ
右
怨
ヲ
報
ン
ト
謀
リ
候
始
末
労
不
束
二
付
杖
七
十
申
付
ル

モ
ノ
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
つ
　
う

其
方
儀
当
四
見
中
ヨ
リ
知
多
郡
大
井
村
石
黒
権
之
助
ト
和
姦
二
及
候
始
末
不

束
二
付
禁
獄
七
十
日
申
付
ル
者
也

　
　
壬
申
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
州
知
多
郡
山
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
　
　
田
中
次
郎
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壬
申
廿
七
歳

誤
テ
権
之
助
ヲ
認
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
小
太
郎

盗
ト
ナ
シ
打
撫
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
十
八
歳

一
無
構
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
小
藤
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
廿
二
歳



つ
う
ノ
頼
ミ
ニ
応
シ

権
之
助
ヲ
招
キ
事
柄

ヲ
聴
ン
ト
ス

一
無
構

権
之
助
ノ
偽
言
ヲ
信

シ
田
中
林
右
工
門
ヲ

村
方
工
連
来
ル

一
呵
責

　
　
不
応
為
ノ
微
罪

　
　
　
　
隙
中
　
甚
作

　
　
　
　
　
申
十
六
歳

　
　
　
　
山
下
　
伝
十

　
　
　
　
　
申
十
七
歳

同
村

農
　
　
田
中
林
右
工
門

同
郡
大
井
村

農

間
瀬
甚
右
工
門

　
　
申
廿
六
歳

　
鈴
木
　
九
助

　
　
申
廿
三
歳

　
神
谷
　
市
平

　
　
申
廿
四
歳

　
　
辞
令
案

其
方
儀
村
方
石
黒
権
之
助
之
偽
言
ヲ
信
シ
山
田
村
林
右
工
門
江
掛
合
事
不
相

弁
候
連
同
人
ヲ
村
江
連
参
リ
候
始
末
不
念
二
付
呵
責
申
付
ル
モ
ノ
也

　
　
壬
申
八
月

令
　
　
　
典
事

　
　
参
事

　
　
　
刑
議

　
　
明
治
五
年
・
額
田
県
『
断
刑
簿
』

　
葛
上
権
少
属

聴

訟
　
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
内
尾
州
知
多
郡
森
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
　
　
新
　
八

不
応
為
ノ
重
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
之
右
工
門

各
杖
七
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
兵
衛

律
云
凡
律
令
二
正
条
ナ
シ
ト
難
情
理
二
於
テ
為
ス
ヲ
得
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ

ナ
ス
者
答
三
十
事
理
重
キ
ハ
杖
七
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
同
村

　
無
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
瀬
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

右
新
八
ハ
庄
屋
勤
役
中
新
之
右
衛
門
外
二
人
ハ
村
惣
代
二
相
立
与
瀬
八
開
懇

地
鍬
下
年
季
中
他
余
ノ
畝
下
開
拓
候
趣
ヲ
以
テ
差
迫
リ
終
二
米
金
等
為
差
出

候
始
末
二
付
本
律
ノ
如
ク
実
断
可
仕
哉

　
但
背
地
貢
米
ト
申
シ
一
ケ
年
与
瀬
八
ヨ
リ
為
差
出
候
米
四
斗
村
費
二
差
加

　
へ
候
分
ハ
新
八
ヨ
リ
酒
食
二
費
用
之
金
等
ハ
新
之
右
工
門
外
二
人
ヨ
リ
夫

　
々
取
上
ケ
本
主
二
追
還
可
仕
哉

　
　
　
辞
令
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
新
　
八

其
方
儀
庄
屋
在
勤
中
村
内
開
墾
地
割
渡
之
方
不
都
合
ノ
取
計
イ
タ
シ
候
ヨ
リ

新
之
右
工
門
始
不
承
知
申
立
与
瀬
八
工
迫
リ
金
五
拾
両
酒
一
斗
為
差
出
候
儀

二
立
交
リ
加
之
米
四
斗
隠
地
貢
米
ト
申
シ
私
二
取
立
候
始
末
共
不
束
二
付
杖

七
十
申
付
ル
者
也

　
　
但
与
瀬
八
ヨ
リ
取
立
候
米
四
斗
ハ
取
上
ル

　
　
壬
申
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
　
（
」
〇
四
九
）



明
治
流
年
・
額
田
県
「
断
刑
簿
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
新
之
右
工
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
二
人

其
方
共
儀
村
内
開
墾
地
ノ
儀
二
付
彼
是
不
承
知
申
立
与
瀬
八
二
迫
リ
金
五
拾

両
酒
一
斗
為
差
出
且
米
四
斗
隠
地
貢
米
ト
申
差
出
候
様
申
談
シ
右
金
及
ヒ
酒

ハ
飯
食
等
二
費
用
致
シ
候
始
末
労
以
不
束
二
付
各
杖
七
十
申
付
者
也

　
　
但
与
瀬
八
ヨ
リ
為
差
出
候
金
五
十
両
酒
一
斗
ハ
取
上
ル

　
　
壬
申
八
月

令
林
　
楠
典
事
　
　
　
　
　
田
所
大
属

　
　
参
事
不
在
　
　
　
　
　
　

聴
訟
課
印
印

　
　
　
刑
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
多
郡
小
鈴
ヶ
谷
村

殴
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
　
　
藤
兵
衛
方

答
三
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
喜
左
工
門

　
律
云
凡
闘
殴
手
足
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
チ
云
々
瓦
石
槌
棒
等
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
チ

　
傷
ヲ
成
サ
ル
者
ハ
答
三
十

右
喜
左
工
門
闘
殴
ノ
始
末
被
殴
方
口
書
中
二
腫
痛
ト
有
之
ト
モ
青
赤
ノ
色
ヲ

発
セ
ス
又
医
案
二
依
レ
ハ
残
痛
ア
ル
ト
而
己
ニ
テ
外
部
よ
り
相
顕
レ
サ
ル
者

ト
見
ユ
依
テ
傷
ヲ
為
サ
・
ル
ヲ
以
テ
論
シ
答
三
十
ト
ス

　
　
　
辞
令

其
方
儀
銘
酊
ノ
余
リ
戯
言
ト
ハ
乍
申
村
内
半
左
工
門
娘
か
つ
へ
無
実
ノ
好
名

申
掛
ケ
加
之
証
拠
相
見
セ
可
申
ト
テ
爵
宅
へ
連
来
戸
外
二
於
テ
右
か
つ
並
父

半
左
工
門
ヲ
及
打
都
候
段
不
束
二
付
答
三
十
申
付
ル
も
の
也

購
ナ
シ

九
〇

　
（
一
〇
五
〇
）

前
同
村

　
　
鈴
木
半
左
工
門

同
人
娘

　
　
　
　
　
か
　
つ

令
林
　

楠
典
事
　
　
　
　
　

田
所
大
属

　
　
参
事
　
欠
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
　
訟
　
課
　
印
々
々

　
　
　
刑
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
多
郡

闘
殴
手
足
ヲ
以
テ
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
須
賀
町

ヲ
殴
傷
ヲ
成
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
善
兵
衛

答
三
十

　
律
云
凡
闘
殴
手
足
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
チ
傷
ヲ
成
サ
サ
ル
者
ハ
答
二
十
傷
ヲ
成

　
シ
及
ヒ
瓦
石
槌
棒
等
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
チ
傷
ヲ
成
サ
・
ル
者
答
三
十

右
善
兵
衛
ハ
闘
殴
傷
ヲ
為
ス
者
二
付
答
三
十
可
申
付
哉

闘
殴
手
足
ヲ
以
テ
人
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
同
町

殴
チ
傷
ヲ
成
サ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
瀬
金
左
工
門

答
二
十

　
律
云
凡
闘
殴
手
足
ヲ
以
テ
人
ヲ
殴
チ
傷
ヲ
為
サ
・
ル
者
ハ
答
二
十

右
金
左
工
門
ハ
闘
殴
傷
ヲ
成
サ
・
ル
者
二
付
答
二
十
可
申
付
哉

　
　
　
辞
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
善
兵
衛

其
方
儀
隣
家
金
左
工
門
妻
せ
い
二
過
而
水
被
懸
候
連
右
ヲ
憤
リ
不
法
之
所
為



二
渉
リ
加
之
同
人
夫
金
左
工
門
ト
闘
殴
イ
タ
シ
傷
ヲ
為
負
候
段
不
束
二
付
答

三
十
申
付
ル
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
瀬
金
左
工
門

其
方
儀
妻
せ
い
隣
家
善
兵
衛
二
被
水
懸
候
ヲ
妻
之
不
行
届
故
ト
心
附
候
上
ハ

讐
へ
雑
談
中
ト
難
モ
差
拍
へ
可
申
処
無
其
議
近
傍
二
於
テ
悪
様
二
申
成
シ
終

二
同
人
ト
闘
殴
イ
タ
シ
候
段
不
束
二
付
答
二
十
申
付
ル
者
也

　
十
月
三
日
伺
済

令
印
　
　
　
　
印
典
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
上
少
属

　
　
参
事
欠
席
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
　
訟
　
課

　
　
　
刑
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
方
廻
役

　
印
鑑
遺
失
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
州
知
多
郡
加
木
屋
村

一
答
一
十
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亡
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イ
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付
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付
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付
ル
者
他

　
　
壬
申
十
月

　
十
月
十
五
日
伺
済

令
　
　
　
典
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
上
少
属

　
　
参
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
訟
課

　
　
　
刑
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
県
管
内

預
ケ
人
逃
走
ヲ
覚
ラ
ス
　
　
　
　
　
　
尾
州
知
多
郡
中
之
郷
村

一
答
三
十
ノ
腰
罪
金
二
両
一
分
　
　
　
　
　
　
　
　
農
　

榎
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付
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付
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国
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工
　
　
弥
五
右
工
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塑
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崎
亀
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十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壬
申
廿
一
歳

　
律
二
窃
盗
一
両
以
上
杖
六
十
又
再
犯
ハ
本
罪
二
一
等
ヲ
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フ

　
凡
奴
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ヒ
雇
人
逃
亡
ス
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又
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右
亀
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丞
窃
盗
罪
杖
六
十
再
犯
加
等
シ
テ
杖
七
十
当
該
二
有
之
尤
モ
後
犯
中

逃
亡
ノ
罪
ア
レ
ト
モ
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罪
倶
発
以
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二
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方
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去
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午
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ヲ
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モ
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念
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村
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付
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付
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蒲
団
壱
枚

小
倉
帯
壱
筋

手
拭
壱
筋

　
〆
弐
拾
七
匁
六
分

　
　
代
五
匁

　
　
代
三
匁
五
分

　
　
代
壱
匁
五
分

　
　
代
七
匁
五
分

　
　
代
三
匁

　
　
代
三
分

　
　
代
三
匁

代
壱
匁
五
分

代
弐
匁

代
三
分

右
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付
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付
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右
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